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秋田県には先人の残した多くの文化財が残されています。これら

過去の文化財遺産は現在に生きる県民の責任で保護し、未来に継承

していくことがより良き社会の形成に大事なことと考えます。

このほど農業用基幹道路として西山地区農免農道整備事業が着手

され、路線の一部が太田谷地舘跡を通過することになりました。こ

のため、昨年度は第 1次調査、本年度は第2次調査を実施いたしま

した。

その結果、平安時代の竪穴住居跡5軒、土坑8基などが検出され、

土師器 e須恵器などが出土しました。特に竪穴住居跡からは能代以

北に分布する白頭山火山灰が検出され、年代を特定できる貴重な資

料を得る事ができました。

本書は調査成果をまとめたものであり、郷土の歴史研究と埋蔵文

化財の保護に広く活用していただければ幸いです。

最後に、この調査にご協力いただきました秋田県農政部鹿角農林

事務所、鹿角市教育委員会をはじめ関係各位に心から感謝の意を表

します。

平成元年3月25日

秋田県教育委

教育長斎

メ〉、
コ三三

藤 長

1 



Ou 日

1 本報告書は、鹿角市@西山地区農免農道整備事業に係る太田谷地館跡第2次発掘調査報告

書である。調査は昭和63年8月29日~同年11月12白にわたって実施した。

2 本報告書の執筆は、第4章第 l節3の(1 )を和泉昭一、それ以外を柴田陽一郎が行った0

3 第5章 自然科学的分析 「太田谷地舘跡出土火山灰の蛍光X線分析Jは、奈良教育大学教

授三辻利一氏の玉稿であり、心から感謝申し上げる。

4 土色の表記は、農林省農林水産技街会議事務局監諺 慰留法人日本色影研究所色票監修

『新版標準土色i巌』に拠った。

5 遺跡の発掘調査にあたり、秋田県立十和田高等学校教諭鎌田健一氏、鹿角市教背委員会

社会教育課主任 秋元信夫氏からご指導@ご助言を賜った。記して感謝の意を表する次第で

ある。

凡例

l 竪穴住居跡の柱穴に付した数値は、床面からの深さである。(単位crn)

2 各遺構@遺物に付している略記号は以下の通りである。

S I......竪穴住居跡 SD......空堀 SK..…・土坑 SN……焼土遺構

SX…...性格不明の遺構 M……鉄製品 S'…日石

遺物出土状況図で使用した番号は、現場で遺構毎iこ採り上げた番号である。

3 遺構はその性格に関係なく全て通し番号とし、第 1次調査に引き続き150から付した0

4 挿図中の遺物実測図と拓本は全て通し番号とし、図版中の遺物もそれにしたがった0

5 観察表中の法量の推定植は( )で表示した。

5 漬恵器は土師器と区別するため、挿図中の実滅菌断面を黒く塗りつぶしている。

? 挿区i中のスクリーントーン§シンボノレマーク e土器の調整技法は以下のようにした。

スクリ…ントーン シンボルマーク 土器の調整抜法

出
出
ι
r
J
 

111 1 +_師器材、一一審

円ア」ノザフ

}天 (-1 色 粘 賢一 L 2 -Ulli器謹一一O

大湯 i手石(十和111.a火山灰) 3 ~Ij~miどれを一一ム

内 liJ'j 111 火 111 !民 3

炭化物 (付着物)，_" 4 有{忠'6:'}'!i正一一ゑヘラケズ

焼 i二 5鉄製品一一麟
羽Llの諒解 fY!~

土自ilii1ii:杯の I付記処J:W
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第 1節発掘調査に至るまで

第 1章はじめに

第l節発掘調査に至るまで

鹿角市の西山地区は、丘陵地や山地斜面を切り開いて作られている果樹園@畑地などが多く、

そこに至る道路は勢い狭く急勾配が多かった。このため、果物や野菜などの農産物の搬出路の

整備が望まれていた。これを受けて秋田県農政部は、昭和57年に西山地丞農免農道整備事業計

画を策定し、昭和65年度の工事終了@関連ををめざして、昭和58年に一部工事を着工した。こ

の農道の全長は6.51kmで、鹿角市尾去沢の北約 1kmの久保田橋を起点として、北は鹿角市十和

田の神田に至り、米代川西岸に沿って北上するものである。

本農道の計画路線周辺には周知の遺跡が存在していたが、一部工事が着工されていたため、

路線変更は困難と判断された。そこで県農政部鹿角農林事務所は文化財保護法に基づき秋田県

教育委員会に遺跡調査の依頼を行った。秋田県教育委員会ではこれを受けて、計画路線上の遺

跡調査の要 e不安、遺跡の有無を確定するため、昭和59年の6月26"27日と12月3" 4 Bの2

図に分けて遺跡分布調査を実施した。 5月は路線上を踏査し、 12月は前者の結果をふまえて坪

掘りによる補足の試掘調査を行ったもので、その結果8遺跡が存在することがわかった。

昭和60..62年には遺跡分布調査の結果をうけて、路線内での発掘調査面積を決定するため 3

回に分けて遺跡範密確認、議査を実施した。昭和60年8月10'"'-'12Bに堪忍沢 e高瀬館の各遺跡、

同年10月14"'-'19日には中畑 e太田谷地舘 e用野自JlI向1"高屋館の各遺跡、昭和62年には用里子

白川向立@襲遺跡の範囲確認、調査を行ったが、その結果、発掘調査を必要とするのは堪忍沢@

高瀬館@太田谷地館@高屋舘@用野目川向置の5遺跡であることを確定した。

この問、発掘調査は昭和61年の堪忍沢遺跡、高瀬館跡から始まり、昭和62年には太田谷地舘

跡第 i次調査が、昭和63年には太田谷地舘跡、第2次調査、用野自J!I向車遺跡、高屋館跡第 l次

調査が実施された。

第2節調査の組織と構成

所在地 秋田県鹿角市花輪字中焔27番地外

調査期間 昭和63年8月29日--"'11月12日
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調査対象面積
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鹿角市高屋自治会
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第 1節遺跡の位置と立地

2 の立地と環境

1節遺跡、の{立器と立地

1 .地理的位置(第 1Q 2図)

本遺跡は鹿角市花輪字中畑iこ所在し、おおよそ北緯40度13分、東経140度46分の位置にある。

遺跡は JR東日本花輪線花輪駅から直線距離にして北へ5kmの地点で、国道282号から西に折

れて米代川を渡ると高屋集落があり、この集落から西へ約500rnほど登りきった台地上に立地

する。

2.地形@地質概況(第 1• 2図)

鹿角地方は秋田県の北東部に位置し、北に青森県、東は岩手県に境を接している。本地域の

地形は大きく見て東西の山地、盆地内の段丘地形、沖積低地の三つに区別される。

東に標高100，.......800rnの奥羽脊梁山脈、東に標高200，.......350rnの高森山地が真近に臨んでおり、

これら山麓線の聞には花輪盆地が南北に長く、北に聞けた三角形を呈して広がっている。盆地

内には、十和田火山起源の火山噴出物とその二次堆積物からなる段丘が広く分布していて、花

輪以南ではその発達が良好で、その罰には沖積地が広がる。また、東の岩手県に源流をもっ米

代川は、はじめ脊梁山脈を西に流下して盆地内にいたってその西端を北流する。

米代川の両岸には6つの段丘面が確認されており、右岸はその発達が顕著で、左岸は少なく、

その大部分は山地で、河岸段丘は盆地の西端を米代川に沿うようにわずかに分布する。特に西

山付近の尾去沢から高屋の間ではほとんど沖積地は形成されず、白立った段丘もなく、標高18

0'"'-'300rnの山地@斜面が連続して米代川に臨む。

高屋集溶の西側台地は標高152'""-'175rnで、緩斜面となっている所はあるものの比較的平垣部

も多く、現在果樹栽培、畑作などが行われている。この台地は幅約l，200rn、長さ約l，600rnの

南北に細長い段丘面で、鳥越段丘に棺当する。本段丘は、十和田火山噴出物第 l期の軽石流堆

積物である鳥越軽石質火山灰層(約12，000年前)が上面で、その下に高市軽石質火山灰層が堆

積したものと思われ、最下位の新第三紀@中新世の相内玄武岩部層の上にのる。段丘下の北に

は花軒田川があり、東流して米代川に注ぐ。

以上のように太田在地館跡、は、米代)11左岸の鳥越段丘が米代)11の1支流である花軒田JlIや小

さな沢によって開析された舌状台地上に立地しており、昭和62年の第 l次調査ではその舌状部

分を、本年は第2次としてその付け根部分の北西側を調査したのである。
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第 2節歴史的環境

鹿角地方は前述のように、東西の山地問に花輪盆地が開け、そこを北流する米代川の両岸に

は段丘地形が発達しており、右岸に段丘が多l¥oその段丘面の標高が150'"""-'200m前後の所に遺

跡が集中する傾向があり、縄文時代の古い時期から人々の生活の痕跡を辿る事ができる。

古くは、縄文時代草創期の遺物として、中の崎遺跡から爪形文土器が出土している。縄文時

代の集落跡としては前期末の清水向遺跡があり、県内で最も早く縄文時代の住居跡が見つかっ

た遺跡として知られる。中期になると遺跡数は増加し、天戸森遺跡のように140軒もの竪穴住

居跡を検出した大規模な集落跡を調査した例もある。後期になると、大湯環状列石に代表され

るように配石を伴った遺構などが検出されるようになり、宗教的意味あいが強くなる遺跡が多

く認められるようになる。昭和63年に調査された玉内遺跡からは、後期末から晩期前半の土墳

墓、土器棺墓が検出されている。弥生時代の遺跡は30数筒所で確認されているが、遺物の出土

は散発的でまとまった資料はない。古代 e中世の遺跡については秋田県教育委員会、東北縦貫

自動車道関係の発掘調査と鹿角市教育委員会の発掘調査によって、平安時代の竪穴住居跡など

や館跡における多くの資料が蓄積されてきた。

一方、米代JlI左岸は山地が多くて、段丘が少なく、右岸に比べかなり遺跡数が少なl'o しか

し数少ない段丘の平坦面や緩斜面には縄文~中世の遺跡が立地する。太田谷地館跡周辺では、

北約1.0'"'-'1. 5kmの地点に縄文時代を主とした遺跡群が立地し、その数は13を数える。その中に

は弥生時代や平安時代と接合している遺跡もある。西山地区農免農道関係遺跡の調査は、第 l

章で述べたように、太田谷地舘跡第1次調査を含めて3遺跡の調査を終了している。 堪忍沢遺

跡は、平安時代中葉~末葉の遺跡で13碁の製鉄炉などが検出され、太田谷地館跡第l次調査で

は平安時代末葉の竪穴柱居跡51軒、空堀3条などが検出された。また、高瀬館跡は13世紀末~

14世紀初めの青磁蓮弁文椀が出土し、方形竪穴状遺構11基などが検出されている O

参考文献

井上武 e上田良一他 f秋田県総合地質図Ip百花輪JJ 秋田県 1973(昭和48年)

藤本幸雄 「地形と地質Jr東北縦貫自動車道発掘調査報告書IJ秋田県教育委員会

1981(昭和田年)

藤本幸雄 f地形と地質Jr東北縦貫自動車道発掘調査報告書官u秋田県教育委員会

1984(昭和59年)
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第2節歴史的環境

第1表太田谷地舘跡と周辺の遺跡一覧表

番号 選 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 自寺 代

1 太田谷地舘 縄文@弥生@平安 e中世 35 上ノ野四 縄文

2 揖} 屋 館 縄文(後期) .中世 36 上ノ野四 縄文

3 用野呂)11r奇麗 縄文 e弥生命平安 37 上ノ野区 縄文

4 品 瀬 舘 中世 38 戸羽の沢 縄文

5 堪 Jヌ巳ハ1 沢 縄文@平安 39 高市向館 中世

6 西 町 縄文 40 花 輪 B 縄文(後期) .弥生

7 西 町 E 縄文 41 花 輪 C 縄文(晩期)

8 西 町 I 縄文@弥生 42 下 モ 平 続縄文

9 手L 牛 縄文(晩期) 43 冠 田 平安

10 下 手L 牛 縄文@平安 44 曲谷地 A 古墳

11 手し 牛 平 縄文@平安@中世 45 曲谷地 B 古墳

12 妻の神 E 縄文@平安@中世 46 枯 草 坂 古墳

13 妻の神 H 縄文@平安 47 小枝指掠

14 妻の神 I 縄文(晩期) .平安@中世 48 平元館 I 縄文(後期)

15 猿ケ平 E 縄文(早期~晩期) 49 平元舘 E 平安

16 猿ケ平 I 縄文(中期~晩期) 50 平 舘

17 ?空にさ 内 立 縄文 51 新斗米舘

18 案 内 縄文@平安 52 両 市 館

19 孫右衛門館 縄文 e平安 53 餅 野 立 平安

20 字自 木 森 縄文@平安 54 餅 野 I 続縄文@平安

21 明堂長根 縄文 55 餅 野 車 縄文

22 本 幸三 縄文 e平安 e中世 56 万 谷 野? 平安

23 上葛岡 IV 縄文 57 苗十 野 IV 平安

24 石 野 古墳 58 天 戸 森 縄文(中期)

25 上ノ 野 I 弥生 59 樺 場 縄文

26 上ノ 野宜 縄文 60 翻 体 ~忌. 縄文(前期~後期) .平安

27 上ノ 野 X 縄文 61 自 !1J 且.llι 縄文(後期)

28 上ノ 野盟 縄文 62 日向屋敷 I 縄文(中期)

29 板 橋 I 縄文(晩期) 63 東 山 A 縄文 e弥生

30 板 橋 H 縄文(後期) 64 東 UJ B 縄文

31 較 橋 麗 縄文(後期) 65 す主 坂 B 弥生

32 上ノ 野 IV 縄文(中期) 66 産土神A・B'C 縄文

33 上ノ 野 V 縄文 e平安 67 甘 蕗 縄文

34 上ノ 野 VI 縄文 e平安 68 3i 内 縄文(晩期)

- 7 
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第 3章調査の概要

第 l節遺跡の概観

高屋集落の西側には、上面幅約東西1，200m、長さ約南北1，600mtこ細長い鳥越段丘が花軒田

JlIや小さな沢によって開析され、いくつかの舌状台地を形成している。これら台地は緩斜面か

あるいはほぼ平坦で、果樹園や畑地として利用されている。太田谷地館跡はそのような舌状台

地の 1つに立地する。調査区の標高は約156mで、台地南東側直下の沖積地との比高差は約40

mほどある。

昨年実施した太田谷地館跡第 1次調査の調査区は、舌状台地の付け根部から南東側の舌端部

までで、今回の第2次調査は、付け根部から山寄りの北西側が調査区にあたる O 調査区の現地

表面はほぼ平坦であるが、 jとがやや高く他の 3方向に緩やかに傾斜し、特に空堀のある南東方

向ではその傾向が顕著である(第3e 4図)。

遺跡基本層位の土層断面図(第5図)はMDライン (MD61，-....，MD75グリッド)のj涯に沿っ

て作成した。それによれば、中央部の平垣部は表土から地山まで深さが60.-，70cmである。 MD

72グリッドから北西端にかけては50cm前後と層惇は薄くなる。北西端から下の農道にかけての

斜面の土層観察によれば、第I層は最も厚いところで100cm"第百層は30--40cmと厚しブロッ

ク状になっている。これは、 MD70グリッド以西の平垣部には第豆層 e第麗層がないことから、

小高い場所を削平後、平坦にして斜面に盛土したものと観察される。そのことは、西縁辺部一

帯の第I麗が薄く、しかも 2層自がすぐ地山になるということ、遺構 e遺物の密度が極めて希

薄であるということからもうかがえる。

第I層 黒褐色土 (10YR2/2)0 [表土〕 径 1，.._ 5ミリの軽石粒が20%混入する。層厚20

'-"""25cmで、ある。

第H層淡黄色土 (10YR8/4)0 [大湯浮石麗十和田a火山灰〕 径1，....._ 5ミリの軽石粒

が主体であるが黒褐邑土 (10YR2/2)中に10---30%混入している場合も多い。平面的にはま

ばらになっている所もあるが、平均5cmの層厚で、LRライン以北で、は15cmほどの層厚がある。

竪穴住居跡などはこの層から掘り込まれている。

第盟層 黒褐色土 (7.5Y R2/2)0 [遺物包含層〕 第IV層に比較して茶色味がかっている

が、平面的にはかなり見分けが難しし'0

第IVJ霞 黒褐色ヰ (10YR2/2)0 [遺物包含層〕 径1，..._，2ミリの地山粒子が1%混入する。

8 ← 
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第2節調査の方法

縄文時代のSK164土坑などはこの層から掘り込まれている。

第V層 培福色土 (10YR3/4)o [端山漸移層〕 径5---15ミリの地山粒子が30%、径20---

50ミリの地山ブロックが混入する。

第羽層褐色土 (10YR4/6)o [地山 鳥越軽石質火山灰〕 十和田火山の噴出物である。

鹿角地方には「鹿角田十二館Jと総称されるほど中世域舘が多~\。範関確認調査によると、太

田谷地館跡は舌状台地の舌状部の付け根部分に空堀があること、この台地の沢を隔てた南隣に

も平坦な舌状台地があることなどから、両台地は 1つの遺跡で、中世の全二郭を有する館跡で

あるとされていた。だが、昭和62年の第 1次調査の結果、舌状台地部分には、竪穴住居跡51軒、

土坑73基など遺構が激しく重複して検出され、それらは平安時代末葉に属するものであった。

第2節調査の方法

第1次調査のグリッド設定は、調査区中央に打設されている工事用中心杭No81から No80

を見通し、これを基線とした。この基線は、実擦には東南東 西北西を指しているのであるが、

仮に南北基線とし、中心杭No80を基準点MA50とした。第2次調査は第 1次調査の基線を踏

襲し、中心杭No80からMA51e 49のグリッド杭を見通し、基線とした。したがってNo75を

MA60として、それを中心に東にLT..LS..LR……、西にMB"MC"MD……、南に59.. 

58.. 57……、北に61" 62 " 63・H ・a・を振り当て、各グリッドの呼称は、 4mX4mの方眼の南東

隅の交点座標をそのグリッドの呼称とし、それはアルファベットとアラビア数字の組み合わせ

によった。基線と真北のずれは基線から63度48分北偏している。遺構番号は、第 1次に調査し

たSD102はそのままとし、その他は150から遺構の性格に関係なく通し番号を付した。遺構の

確認は第E層の大湯浮石属と第E層、第VI層地山の上面で行った。

第3節調査の経過

調査は8月29日から開始し、午前中は作業員説明会、午後からは調査地やプレハブ用地@駐

車場の革刈りを行った。 9月5日にはグリッド杭打設、および今回の調査区にあった第 1次調

査の排土移動を終了した。 9月2日粗掘を南東のSD102空堀から本格的に開始し、 9月6日

には空堀のLRライン、 MAラインの土層断面の観察から 2時期あると推定した。 9月8日、

S D102上部埋土(黒褐色土十地山ブロック)は昭和20年頃、農地造成の折に北西の高い方か

ら重機で上を動かし埋めたものである事が判明。 9月12日にはSD102空堀の底面を確認し、

つ
u
esta 
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1時期であることが確定した。 空堀の規模は、 LRラインの上面幅で8.22m、深さ6.34mで¥

東の沢に向かつて緩い弧を描き、自然地形をうまく利用している。この問、農道の西側つまり、

調査区中央部の粗描も{井行して第E層、第麗層上面でそれぞれ遺構確認をしながら掘下げを進

める。大湯浮石上面で小さい柱穴様のプランを検出するも断面形が浅い血@鍋底状となってい

て、柱穴かどうか判然としないものが多い。 9月26日、 SD102と農道の間と農道の南西脇で、

大湯浮石層を掘り込んだ方形プランの竪穴住居跡 (S1 150、151)を検出した。 9.F128日、 M

Aラインから北西部の粗揺がだいぶ進行し、土杭や柱穴様ピットが検出されたが、分布密度は

さほど高くないようだ。 9月30日、 MAラインから北東部の粗掘を開始する。 10月3日頃まで

この地区の組掘を集中的に行い、土坑や柱穴様ピット@焼土遺構はあるが、数は少なく、竪穴

住居跡はないことがわかったきた。全体的な遺構の分布は、農道の詞脇周辺に集中する傾向の

5郎、事がはっきりしてきた。 10月11日、調査区北東端寄りでは縄文@弥生土器が出土するもの

の遺構は検出できない。農繁期のためこの頃から作業員の出勤率が半分以下となり、作業の進

行が遅くなりだしてきた。 10月19日、 S1 150竪穴住居跡の東側で検出された竪穴住居跡(S1 

157、158)の検出状況写真撮影後精査に入り、 10月25日、いずれも焼失家屋で、炭化材上に黄

掲色土が流れ込んで堆積している事が判明し、火山灰ではな~\かと推察された。これら住居跡

の精査と併せて、中央部の土坑@焼土遺構などの平 e断面図作成@写真撮影も行った。 10月下

旬になって霜@降雪に悩まされ、調査の作業能率が落ちてきた。 11月9日、天気の合間を見計

らって、 S1 157 .. 158と調査区全体の写真撮影を行った。 11月12日、図面のチェック@補足後、

資材を撤収して調査を終了した。

MD69 MD68 
I 156.5m 

日

羽

MD62 
156.5m 

ロ

VI 

昨1

第5図遺跡基本土層図
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第 l節遺構と遺物

第 4章讃査の記録

1節遺構と遺物

発掘調査の結果、縄文時代の土坑6基、弥生時代の土坑2基、焼土遺構 1基、平安時代の竪

穴住居跡5軒、土坑8基、焼土遺構1墓、空堀跡1条など計29遺構を検出した。その分布をみ

ると、空堀跡 (SD102)から調査区中央部までは比較的密であるが、北西側では数が極端に

減少するO その{告に、遺構周辺に柱穴様ピットがやや広めに分布するが、これらは規模@断面

形に規則性がなく、時代を特定できないものが多い。 SD102は第1次調査で検出し、一部調

査されていたもので、平安時代末葉とされる 3条ある空堀のうち舌状台地部の一番外側に位置

しており、今回調査した竪穴住居跡などよりは時期が新しし1。竪穴住居跡は5軒のうち4軒が、

第E層の大湯浮石降下以後に構築されている。

1 .縄文時代

(1 ) 土坑(第22図)

S K164 

S 1 150竪穴住居跡の北、 MD61グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形はやや上iこ

開く円筒形で、底面中央に円形のピットがl箇所にある。規模は坑口部1.62m、坑底部O.65m、

深さ2.18mで、底面のピットは上端0.24m、下端0.15m、深さO.30mで、土層断面の観察によ

れば$高O.12mの棒状の痕跡が認められる。埋土は第5層に地山ブロックが多量に混入しているO

出土遺物はない。

S K168 

S 1 158竪穴住居跡の西、 LQ64グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形はやや上に

聞く円筒形で、基本層位の第繭層から掘り込まれている。底面中央に円形のピットが1簡所に

ある。規模は坑口部1.27m、坑底部1.08m、深さ1.30mで、底面のピットは上端0.27m、下端

O.14m、深さ0.56mであるO 出土遺物はない。

S K169 

S 1 151竪穴住居跡の南西、 MF61グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形はやや上

に開く円筒形で、底面中央に円形のピットが 1箇所にある。規模は坑口部1.45m、坑底部1.37

m、深さ1.41mで、ある。底面のピットは上端O.30m、下端O.20m、深さ0.38mである。埋土は

15 



第4中: 調査の記録

全体的にレンズ状の土佐積を示す。出土遺物はない。

S K163 

S 1 151笠穴住居跡の北、 MC61グリッドに位霞する。平面形ば惰円形で、断面形は鍋底状

である。規模は坑口部1.18m、坑底部1.06m、深さ 0.25mで、ある。出土遺物はな~\。第V層の

地山漸移層から掘り込まれており、埋土は大湯浮石粒子を含まず、黒@暗褐色土で地山細粒

を含むことから、縄文時代に属するものと判断した。

S K165 

MD68グリッドに位置し、平面形は円形で、断面形は浅加形である。規模は坑口部1.78m、

深さ0.10mで底面はややデコボコしている。出土遺物はない。埋土は黒福色~褐色で大湯浮石

粒子を含まず、 SK169と似た様相を景することから縄文時代に属するものと判断した。

S K177 

北西端のLS75グリッドに位置し、平面形は円形で、断面形は上がやや開く円筒形である。

規模は坑口部で1.36m、坑底部で、0.98m、深さ1.13mである。埋土は12層に分層したが、 4，..._，

9層lζ地山粒子@ブロック混入し、 11層は地山主体で厚さ0.13，.._，0.22mである。形態@規模@

埋土の状況から縄文時代lζ属するものと判断した口

2.弥生時代

(1 )土坑(第23"26図)

S K172 

L R67グリッドに位置し、第麗層を掘り下げていて検出した。断面形はよがやや開く円筒形

である。規模は坑口部で、0.68m、坑底部で、0.48m、深さ0.69mである。遺物は、弥生土器(第34

図1---3)が埋土より出土した。外面に細かい撚糸文を施すもので、弥生時代末葉の小坂X式

l乙比定される口

S K173 

L R67グリッドに位置し、平面形は不整楕円形で、産!T面形は鍋底形である。 規模は抗日部で

1.35皿、坑底部で、1.11m、深さ0.55mである。埋土は 1層が大湯浮石主体で4層にも多く混入

する。これは埋まりかけていて、中ほどがくぼんでいる特にレンズ状に堆積したもので、他の

土層は褐色~黒褐色を呈する。遺物は弥生土器、ブレイク、土師器杯@警の破片が混じって出

しているが、確認面や埋土の状況から、弥生時代の土坑と考えられる。第26図4-----10は弥生

土器で4" 5 " 7は外出に朱を塗った謹形土器かと思われるもので"'4と6は口唇部に京都1撚

糸文を施文しており、小坂X式に比定される。 11はロクロ使用の土師器杯である。

(2) 焼土遺播(第24e 26図)

- 16-



第 1節遺構と遺物

S N161 

LQ66グリッドの第車層中で検出した。平面形は楕円形で0.95>< 0.62m、淳さは0.04mで、特

に下に掘り込みはなし1。確認面で弥生土器片が出土している。第26図12.. 13は胴部に細い撚糸

文を縦に施文しているもので、小坂X式に比定される。

(3) 柱穴操ビット(第25= 26図)

ピット 1

LQ67グリッドで検出した。平面形は円形で、径0.38m、深さ0.46mで、埋土は黒色土と浮

石粒子が混じる。小坂X式に比定される土器片(第26図14)が出土している。

3.平安時代

(1 ) 竪穴住居跡

S 1 150 竪穴住居跡(第6，..._，8 .. 27，......，29図、第4表、図版4.. 5 " 10 • 13 " 14) 

L R61"位、 LQ61.......，63の各グ J)ッドにまたがり、主軸方位がS-200 E、壁長が東壁3.9

m、西壁3.95m、南壁4.83m、北壁4.8mの方形ブ。ランを呈し、南壁の南西隅部寄りにカマドを

付設した竪穴住居跡である。本住居跡の周辺グリッドは第H層(大湯浮石 以下、浮石と呼ぶ)

の堆積がほとんどなく、表土I層下は盟農の層序になるが、 LS " L R62グリッドの一部にH

扇がわずかに残り、本住居跡の南西隅部は、その一部を搭り込んだ状況で検出された。壁高は、

東壁46cm、西壁58cm、南壁42cm、北壁56cmで、 50，.._，21 0の額斜で立ち上がる。柱穴は、北西隅

部を除く各隅部、南壁下iこ3本、北壁から1.2----1.3m内側に 2本の計8本設けられ、その埋土

は地山粒と浮石粒が混入した黒褐色土である。 P2 " 3はカマドの位置から上部構造に伴う柱

穴の可能性がある。床面はカマドが付設された南西部分を除いて貼床が施され、一段高い状況

を呈する O したがって低い部分に相当する南西部は平坦でよく踏み固められ堅織であるのに対

し、貼床はやや軟弱で北東隅部が特に著しい。床面積は19nfを測る。埋土は15層に分属されたo

1 ，.._， 3窃 9.， 10 e 13"-' 15層は浮石粒 e地山粒を混入する黒褐色土を主体とし、 1.. 2層は浮石

粒がシモフリ状に多量に浪人する。 4}醤は地!1!軽石ブロックを主体、 5，-""，8，， 11，， 12層は浮石 e

ブロックを主体とする。したがって4""""8 .. 11 .. 12眉は人為的堆積をますることから、北

東~南東方向からの投棄が想定できる。カマドは南壁の南西隅部寄りに付設されており、両袖

部分を円形~楕円形に掘り込んだ後、手前の床面を111高70cm、長さ100cmの不整楕円形に 3'"""'-'7

c凶器り下げている。部袖部は灰白色粘質土 e地山土 e黒褐色土を積んで、構築している。支演}は

地山土を積んだ上部iζ土師器杯を逆位に据えている。煙道部はやや起伏を呈しながら緩く

ち上がり、煙出部で一旦くぼんでからやや垂直に立ち上がる。埋土は31層に分層され、 9"-'11

層が袖部構築土、 2" 3 .. 6 e 8 " 9 .. 18，........20 .. 22，........28層は天井部の崩溶土である。また、芯

17 



第 4空調査の記録

材として20，....-40 crnの肩平な石、多量の土器破片が使用されている。

造物はカマド及びカマドに隣接する北東部分に集中して出土した。鉄棒1点、須恵器破片2

点、弥生土器破片2点で、その地はすべて土師器破片であるO 小破片を含めた土師器破片の総

点数は100点をややこえるが、議合後図示できた破片 e復原土器数は35点である。杯 e椀が10

点で、{也の25点は土師器護である。またロクロ成形の土師器は9点(杯4点 e椀l点@護4点)

で他は非ロクロ成形である。住居跡から出土する土器については出土地点 e層位 e接合関係か
(註1) 

ら転用@遺棄@廃棄@流入のケースが想定される。以下で、は本住居跡出土の土器破片について

可能なかぎり想定を行う。なお、土器の説明は最初が挿図中の番号で、括弧内が現場で取り上

げた時の番号で、接合できたものである O

①カマド構築時に芯材@支脚に転用された土器は出土状況から16(74)• 21(86) • 23(35) .. 25 

(78) .. 27(66) 0 28(56) .. 36(42) e 37(52.77) "42(31e33..44..58..69"76"80~82) "43(83) .. 45(22 

e34053087) .. 46(77) e 47(15吐か46"70，，71"72"79"85) .. 48(28.41..43，，49 "63 ..67) " 49(59 "61)の

15点である。これらの土器はカマドの支脚@雨袖部を構築する 9，......，11層@天井部崩落土の 2• 

3 " 6 " 9 " 18---20 e 22---28}脅から出土している。②床面から埋土中にかけて出土する流入の

土器は24(4 ) " 26(24) " 30(36) " 32(47) .. 33(18) " 34(45) " 35( 5 ) e 38(13) " 39(48) " 40(38) " 

44(64)脅 50(8 )である。また転用と想定する①の土器の中で37(52)，， 42(31) .. 45(22，，87) .. 47 

(46..79) .. 48(41)の一部(括弧内)の破片は流入と想定される。これらの土器はカマド天井部崩

落後の 1.. 13，......，15 " 21層上面、埋土の自然堆積を鷺する 1，..._，3 " 9層から出土している。③床

面から埋土にかけて出土する廃棄された土器は②の場合との識別が困難な場合が多~ìO しかし

本住居跡の場合、埋土の一部が人為的堆績を呈することから、少なくともその層に含まれた土

器破片は廃棄と想定できる。 19(29"30)、①の土器の中では47(15..16).. 48(28"41)の一部の破

片で埋土中の← 12"14層から出土している。④遺棄は住居廃絶時に残された;場合であるが、

22( 6 e 25)は埋土の 3e 9層下部から出土していることからこのケースに想定される。

S 1 151 竪穴住居跡(第9" 10 " 30図、第5表、図版6) 

MD60" 61、ME60"61グリッドに位置し、第E層(大湯浮石)上面で検出した。主軸方{立

がS-5
0

-W、壁長が東壁4.65m、西壁4.95m、南壁4.95血、北壁4.75mの方形7
0

ランを呈し、

南援の南西隅部寄りにカマドを付設した竪穴住居跡である。控高は東壁70crn、西壁62crn、商摩

64crn、北壁67crnでい，...._，2 0の傾斜で立ち上がる。壁直下には、幅7，__，35cm、深さ 3，..._， 16crnの壁

溝が巡り、底面に径1O，.._，20側、深さ 3，..._.10crnのピットが検出された。カマド付設部分では、付

設以前に壁溝の埋め戻しが行われている。埋土は20層に分)脅されたが、大湯浮石粒 e地山粒を

混入する黒掲色土を主体とした自然堆積を呈する。床面積lま20rrfを測り、よく踏み固められて

いるが、南東隅部、南西隅部の貼床が施された部分はやや軟弱である。柱穴は南側壁溝内に 2

18 



干すf絞!、粘↑'j;;f'fr、しまりあり、 1 
m~3 回大の浮;c;粒混入、 10皿---20
m人'の浮1=;5%滋入、部分的にj賢吉L
粒f縮、粘性若干、しまりあり、 l
阻-3阻大の浮:r=i*jL:50%、軽イヲ5岡
-3伽皿大50%、JJl化物3m大 29b
粒子前II、粘性あり、しまりあり、浮
石粒 1m-3m大30%、i径七5m-
30皿J人10%、部分的に持主主L
事F石ブロッ夕、 1醐 -2皿のi1{j粒
396、しまりあり
粒子細、粘性あり、しまりあり、 1
mm-3岡大の浮石粒30%、部分的に
2白田-3伽聞大の浮石2%浪人
浮石ブロック士一、基本的に11と同蟻
であるが、しまりが大
粒子細、粘性あり、しまりあり、 n
右粒1臨 -5回大40%、軽石粉l伽皿
-2伽m大 5%、炭化物3幽大 1%
i手平iブロックを多段に浪人
Fすf朝日、粘科あり、しまりあり、 t定
化物2阻 -5岡大 1%、浮f寸粒 5四
人:1%、上tIl山宇¥[1個人ー 1%、終イ;m:zO
醐 -3伽m一部浪人
浮石ブロック混合上、しまりやや欠
ける、浮1i粒 1mm-5凹大とブロッ
ク状を呈する

11 にぶい黄色土 (7.5Y R 6/3 ) 浮七ブロック l凹-10四大、 JA{網色
上(10YR2/2)混合、しまりなし

12 黒褐色七(10YR2/2) 粒子調11、粘性表r、しまりなし、 i
回大の浮石粒2St6、'1理石粒5幽-10
醐人:1 g6 
粒寸土*III、高'it11守?ごF、しまりなし、 2
阻-5阻大の浮1i粒 3%
あ!:r制、組it'j;あり、しまりなし、 l
m大の浮1.;粒;t'tT、軽石3幽-5醐
大 1%
粒子部11、初出あり、しまりう室、浮イi
靴、 I経1;粉、炭化物、!火山色村 j-f，';
混入

第27図19(1/5)

第27関22( 1/5 ) 

第(29国45( 1/8 ) 

l 黒褐色上 (10YR2!2)

君、褐色上(lOYR2!2)

3 ，~掲色土 (IOYR2!2)

4 黒色土(10YR2!1)

5 紫色土(lOYR2/ 1) 

黒褐色上 (IOYR2/2)

鶏褐色土(lOYR2/2)

(IOY R 
(lOY R 

10 黒褐色二lニ(IOY.R2/2) 

13 誌編包(10YR 2! 2 ) 

14 黒褐色 L(10YR3/2)

15 ;U褐e-卜(lOYR3/2)
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迎捕と迎物第 1節

取
ν

粒子縮、粘性若ごf-、しまりあり、浮石総 1 阻皿~2 幽l大、焼上牧 2 幽~3 幽大10%混入、炭
化物 2 回目人~ 1 9~浪人
もi了ーお11、粘性'-Ij、しまり強、終手i粒5阻盟大 5%、焼二1=粒3悩大 2%、浮石粒若下浪人
粒f制、将itl:'l'、しまり強、戦イiブロ yク*'iJ'、焼 t粒2mm}， 3 %、炭化物 l田盟大 1%浪
人
粒子朝日、粘性なし、しまりあり、焼L粒、炭化物多量混入、黒褐色一1:粒50%混入
しまり強、車Hiブロソク状混入、 (焼1-.1湾)
枝子細11、粘ftl:'ll、しまり強、 jアお杭2田回大10%、焼j二粒3mm大2%混入
粒子朝日、粘tLJ端正しまり強、浮石村治 1ニ、焼Lf，i-lm田-2副大2%、戦7iブロック状混
入
粒子細Il、粘性あり、しまりあり、浮お粒、軽石粒、:!J~-Iて粒混入、 (2.5Y 6/3 )にぷい謎
色*，lil:ブロック混入 i 

粒子細、粘性I=)J、しまり強、包U二粒2mm大 1%侵入、 (5Y7/2)灰白色ブロック混入
粒子縦、粘uあり、しまりあり、浮石粒 lmm大5%、軽石村 lmm大10%混入
粒子細、粘性若J'，しまりあり、浮{I粒 1阻-2mm大20%、4塁手i粒 2国田-6皿回大%混入
粒子部II、粘性中、しまりやや欠ける、地ill粒2mm-3mm大2%混入
車、i子如、粘tl;若干一、しまりやや欠ける、浮石粒多量混入、軽石ブロック状5%
粒子細、粘性若干、しまりあり、浮石粒、 '1霊石粒10%浪人、炭化物 lmm大名二千混入
粒f縮、粘性若寸二、しまりあり、 i1b粒10%、軽石ブーロック状 2%混入
粒子制、粘性あり、しまりあり、焼 1:料、終石村多Hi混入、黒褐色 1-状 5%混入(<1 )併に
対応できる)
?に対応できる、戦石粒及ひ.ブロック多量混入

粒子総Il、粘性あり、しまりあり、軽石粒10%浪人

黒褐色土(10YR 3/2) 

2 栂色1:(I0YR4/4-4/6 
3 栂色 1:(lOYR4/6i 

褐色 1:(7_5YR 4/6) 
砂j赤褐色…1:(5YH5!8)
褐色 1-(10YR4!6) 
黒視色二上 (10YH 2/2) 

B 黒褐色七(lOYH3!2)

9 にぶい主主色粘上 (2_5Y6/3) 
10 1こぶい黄禍i包上(lOYR4/3)
11 よな掲色士(10YR2/2)
12 黒色+_(lOYR 2/1) 
13 窯燭色十:(lOY R 3/2) 
14 ;黒褐色土(10YR2/3)
15 塁褐色土(10YH 2/2) 
16 褐色 1:(7_5YH4/6) 

17 黒潟色土(10YH2/2) 
18 91こ対応
l自黒潟f3土 (10YR 2 /2) 
20 14に対応
21 13に対応
22 黒褐色土(lOYR2/2)
23 191こ対Iぶ
24 栂色 1:(lOYR4/4) 
25 褐色土(lOYR4/4)
26 22にI'Jk-;
27 黒褐色一1:(lOY R 2/2 ) 

28 ~草褐色一一i二(10Y R 2/3) 

(lOYR2/1) 
(lOYR2/2) 
(lOYR2/2) 

B 

A 

とロ

ul 

粒子部s、粘性あり、しまりあり" i1そi粒5%、軽石粒3mm大5%混入

N:子綱、粘性あり、しまりあり、終イi校の浪人3mm大5%、浮行粒3mm人;1%
純子綱、粘tlJ:あり、しまりあり、軽石粒の浪人 l 阻血~5mm大10%

粒子縮、粘性若子、しまりあり、浮石村及び柊石粒多泣混人、 (lOYR4!4)褐色!ブ
ロック混入
牧子部Il、粘性若干、しまりあり、浮石粒若干、終石粉多h1混入、軽ブロック(亦変) 5 
%混入
粒子粉、粘fll:あり、しまりあり、浮石粒 lmm大若二i二、軽石粒3阻大 1%混入
牧子粉、名lîNーあり、しまりやや欠ける、終了1粒 2 盟国~5 回大10%混入
粒子縦、粘性あり、しまりあり、軽石粒2mm-3mm大5%混入
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第 1節遺構と造物

本、北壁からO.lmほど内側に2本設けられ、在日...._，23cmを誤[Jり、理土は浮石粒 et-lli山粒を少

量混入する。カマドは南西隅部の貼床上に付設されているが、かなり崩壊していたため下部構

造をわずかにうかがえる程度であった。貼床を含めた埋土の状況から主軸方向を同一にする 2

時期のカマドが想定できる。第 1 期は貼床面から深さ 15r-~20cm、 11I高28，.._，42cmで南壁に向かつて

かなり起伏をもちながら掘り込まれているが、南壁に進むにつれて掘り込み面が不明瞭になり、

煙道部は看取できなかった。埋土から、河原石、韓羽口が 1点出土したことから、芯材として

石を使用し、支脚として輪羽口が転用されたと想定できる。第2期は、第1期を一度埋め戻し

てから約15cm南壁寄りに構築されている。焚口部は径40'--"60cm、深さ 5...._，10cmの楕円形で、南

壁に向かう煙道部はかなり起伏をもちながら緩く立ち上がる。袖部@支澗は不明であるが、周

屈に河原石、灰白色粘質土が散在していたことから、芯材@構築材としてこれらが使用された

と想定できる。雨時期とも、埋土の状況、特に焼土面を重視して位置決定を行ったが、第2郊

の北東部に、やはり貼床上で同レベルの焼土面が存在する。掘り込みは看取できなかったが、

第2期のカマドに伴うものかは不明である。

遺物は、番号を付して取り上げた土器破片25点、輪羽口 l点、鉄棒1点、その他に埋土一括

が数点である。番号を付した土器破片はカマドの埋土 e席閣の床面に集中して出土した土師器

警の破片のみである。出土状況及び接合関係から遺棄された 2個体の土師器警が識別でき、他

は流入した可能性が強い。 57(2 • 5 ，--.，ト10.11-19-20.23-25)は、口縁部が「く」の字に外反す

る小形の護で、 58，--.，60(3 " 4 " 9 ，，15---18)は、同一個体で口縁部がやや外傾し、体部の膨らみ

が少なく、底部がわずかに丸底風を呈する。いずれも粗いケズリ@ナデの一調整が施されている0

61(24)は第1期のカマド底面から出土し、溶融物の付着した輪羽口の破片である。外面は丁寧

なケズリ調整が施され、内面は成形の工程をうかがわせる痕跡があるが、過熱のためか遺存状

態がきわめて悪い。

S 1 152 竪穴住居跡(第11" 31図、第6表、図版6) 

MB62.. 63グリッドに位置し、第盟層上面で検出した。主軸方位がS-800 - E、壁長が東

壁3.35m、西壁3.85m、南壁3.95m、北壁3.3mの隅丸方形7
D

ランを呈する竪穴住居跡である。

は東摩42cm、西壁45cm、南壁42cm、北壁は4層上面まで掘り下げてしまったため残存壁高

27cmで、 100，....__390の傾斜で立ち上がる。全体がやや外側に張り出すが、東壁が特に顕著で傾斜

も緩い。柱穴は東壁際に2本、西墜から1.2'--"1.4m内側に2本設けられ、径20...._，30cmを測り、

埋土は地山粒を多量に混入する黒褐色土である。配置としては、住居跡の主軸方向とややズレ

がある。埋土は10層に分層され、 6e 7 e 8 e 10)留は日占床に相当する。 1r-，..， 6層は大湯浮石粒@

地山粒を混入する黒褐色土@培褐色土で2" 5層には大湯浮石粒がシモフリ状に多量に混入す

る。床面積は14nfで、北東隅部を除く全面に貼床が施されている。北東隅部はよく踏み固めら

円t
L，u 



第 1苛i遺構と造物

れているが、貼床の部分はやや軟弱で、特に南西部はかなり軟弱である。カマドは東壁の北東

隈部寄りに付設され、大部分は鮎床上iこ位置する。構造は不明な点が多いが、床面の焼土範囲

が焚口部に相当し、両側のピット状の落ち込みが袖部の掘り方と想定できる。埋土は 3層に分

層され、灰白色粘質土"1也山士が主体であることから、これらはカマド構築材に、また周辺に

散在する石は芯材とし使用されたと考えられるc支脚$煙道部は不明であるが、支腕の位置と

思われる部分で、著しい過熱のため赤変した粘土塊が5点出土したことから、支那の芯材ある

いは天井部の崩落土と考えられる。並置する形で南東隅部で焼土を検出した。北東隅部のカマ

ド焚口部と同様に床面(貼床)を掘り込んだ形跡はなく、主軸方向も一致する。本遺構におけ

る初期のカマドを想起させるものである。

、主主計弘行 Pム ヰ守戸『ド 1--1.'乙-=、 LLrーし? 中市ーLqo_τr:I?!-L)ザ弓[1:.主主主す会ιJ.) マ-"Ff17/，月 LI-T' J.品 1斗，1、古ァトL 庁、中嶋 Lムート用ーし
J..E!i匁 Vcι、 /.J '( l' '1、J又1.1..μLLレ 1...._L{r[t官IXnV'-主E 勺 'ιI'J レ」司入‘ノーしり、 Illi Vd-/ J、ゆえn ν'..J/I.-V_.I..J二土ーし

括で取り上げた。番号を付した土器破片は10点である。 69(1 " 2 )が須恵器警の破片である

以外は、全て土師器警の体部破片である。接合資料は69以外 1点もなく、また、出土状況から

埋土一括として取り上げた遺物(縄文土器@土師器)も含めて流入@混入と考えられる。

S 1157 竪穴住居跡(第12，......，16.. 32図、第7表、図版7" 8 " 10 e 15) 

L Q60 e 61グリッドに位置し、北@東壁の一部が調査区外になるためその全容を明らかには

できなかったが、南壁の南西隅部寄りにカマドを付設した竪穴住居跡である。南東隅部はSK

159と重複しているが、検出時にSK159が新しいことを確認している。西壁から71，..._，91cm離れ

たところにS1 150が位置し、 S1 150の東壁と本住居跡の酋監はほぼ平行関係にある。また、

東部にはSD102空堀跡が位置し、それに伴う整地事業の始まりのところに一部あたるためか、

かなり削平されていた。したがって確認商はカマドから西側は第盟層上面、東側は地山面であ

る。主軸方位がS-150 E、慶長が西壁3.4m、南摩3.7盟、東@北壁は不明であるが、ほぼ

方形プランを呈すると考えられる。壁高は束壁21cm、南壁35cm、北壁36cmで5
0

.-___7
0

の傾斜で

立ち上がる。壁直下には幅6'-""15cm、深さ 5'""-'10cmの壁溝がカマド付設部分を除いて巡り、底

面には円形@楕円形の小ピットを伴う。埋土には炭化物、焼土粒が混入する。床面は緩い起伏

し、やや軟弱で、西壁から50'-"'90 cm内側の部分に鮎床が施されているの全面に炭化物 e焼

土粒が多く混入し、北東部では焼土が散在している。床面積は10rrfであるが、調査区外の部分

を含めた推定では14rrfと思われる。柱穴は各隅部舎西壁からやや内側に計5本設けられ、

には炭化物@焼土粒@地山粒が混入する。柱穴の配震から東壁寄りにも対応する 2本の柱穴を

想定できるc 埋土は14層に分}脅され、炭化物 e焼土粒 e大湯浮石粒@地111粒を混入するo 10層

は床直上の堆積土であるが、赤変した地山ブロック、多量の焼土粒が主体であるため床面の可

能性をうかがわせる。 10麗の上面には部分的に炭化物を看取できた。 5層は所謂火山灰である。

基本層{立の第E層(大湯浮石)とはまったく異質のものである。本住居跡、の中央部 e壁際を除

26 
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B 

J、区梅色上(lOYR3/1) 粘tll:~Sj 、 しまり小、 nい軽石粒 1 皿皿~5 皿田大30%
黒褐色 t.(10YR2/2) 粘性弱、しまり中、仁1い戦七校 1mm-5聞大30%、

火ILI)天一大湯浮石
'1寸質であるが、やや褐色l床が強く、[']¥，、軽石の浪人が少ない
(10Y只2/3) 粘↑il:~号、 しまり小、円い~時石村 l 血盟-3 田皿大 5%、

大湯浮粒 l 翻~2mm大30%、地111粒 3 回目10%
5 割高色土(10YR2/3) 粘件:弱、しまり中、地ILi粒 lmm-i5回大5%、白い

軽::ti粒3mm火10%、細砂(人;湯浮{iJ員つ)10% 
6 黒褐色土(lOYR2/3) 粘性弱、しまりι1I、地IIIN:l翻 -30皿皿人:30%、3に

上t し粒子の大きいのが阿につく、 n い車王手1*立 1mm~
3脚大15%、知!砂(大湯浮行!丙ワ)

2とl百jじ
黒褐色上 ClOYR2!2) 粘性弱、しまり弱、結11砂40%、l'l色'1廷u粒 1mm~ 

2幽大 5%
9 黒褐色ート(10YR2/2) 粘性弱、しまり刻、地1I1杭5mm-2伽皿10%、制11妙叩

%、モi色軽石粒2mm-3田盟大 1%、6と8の中間
10 褐色ニヒ (10YR2/1) 粘性1'1]、しまり弱
11 8と似るが白色2隆石、部llTrTの混入度やや高い
12 地ILIブロ yクと黒褐色土が混じりあっている、粘性弱、しまり弱
13 10と同じ C!lti沫)
14 泉栂色ーiて(10YR 2/3) *11if1t中、しまり中、地111粒2mm-5m田大5%、浮行

1 mm-5皿回大10%(撹乱か?)
15 潔褐色ニi二(10YR2/2) 粘性弱、しまり小、ややボソボソ、地山村 2mm-5

回大15%、浮li粒 I 匝田~5mm大20%
16 黒掲色 (10YR2/3) 粘性弱、しまりIjl、地111粒5回目-10聞大 1%、tY石

粒 1mm~5mm大25%
17 黒褐色 i二(10Y R 2/3 ) 粘性弱、しまりr!1、浮七粒 1mm-5 mm大15%、地111

粒5悶 -10mm大1%
18 m褐色J二(10YR2/3) 粘性弱、しまり .11、i?イJ粒 1mm-5国田大5%、地1I1

粒5阻-10阻大 1~í5、 2 阻-5mm大10%
19 
20 

(lOY R 
(lOY R しまり弱、地山粒1伽m~3伽皿大 5 ~-ô、浮石

田 -2mm大10%

8 

9 2 m 
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1 地山、大湯浮石、にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘宮、黒褐色土(10YR3!2)
が混じったもの、地山ブ、ロック(1O~30mm) が全体の30%佼混入全体的に見れば、
粘土の大きいブロック状となる、 4音ji天Jj:の崩務人名1;性、しまりql
2 課栂色上(10YR2/2) 粘性11I、しまりIjl、地山細粒10%泌人
3 褐色1:(10YR4/6) 粘性中、しまり中、ややポロポロしている(品目二)、

地山幸m粒20%混入、 1]日熱を受け赤色変化したもの
粘性中、しまりrjl，士tlllLI拙粒5%混入
事占性中、しまい11、地山大粒20%混入、 CHM:t;) 
粘ttl:小、しまり rjl、地山納粒30%混入
6とほぼ同じだが黒昧が強くボソボソしている
粘性中、しまりrt、地山中村~大粒40%混入
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カすド平面図@遺物出土状況

- 29 ・30

S 1152竪穴住居跡第10鼠



|。

A 

とロ

日。一白

ω
目

。

A B 
H : 156.3m一一一

B 

1 ~黒色土(10YR2/1
2 階褐色土 (10YR3/4
3 精潟色土(lOYR3/3
4 黒褐色土(10YR2/3
5 楕褐色土 (10YR3/3
6 黒色土 (10YR2/1
7 I清褐色土 (10YR3/3
8 褐色土(10YR4/4 
9 灰白色土 (7.5Y7/1)
10 黒褐色土 (10YR2/3)
11 地山土
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浮{:i、地山粒子徴議混入、よく締まっているが粘性なし
浮石、地山粒子全体的に混入、地山は径2cm
浮石含むが、地山含まず
浮石微量、締まり、粘性弱
浮石・粘土ブロック混入、浮石は最大筏 3cm
地山塊多量に(ビッシリ)含む
5と基本的に変わらないが、地山ブロックの混入が少ない
地山塊多量に混入
炭化物混入、締まり・粘性とも強、カマド構築粘土
地山プロック混入、浮石粒子少最

第11図 S 1152竪穴住居跡平盟国 e遺物出土状況
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1 黒色土(lOYR1.7/1) .炭化物シミ状多量、粒子縮、粘性あり、しまりあり、浮石粒 l 阻~2 回大 2%

第 1節造怖と造物
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2 黒褐色土(lOYR2/3) 粒子綱、粘性若干、しまり強、浮石粒 1 阻~3 回大20%、植山粒 1 阻~5mm大15%、炭化物 2 回大 1%
3 黒色土(lOYR1.7/1) 炭化物シミ状層、しまりあり、地山粒 1 皿大 5%、焼土粒 l 醐~2 回大 2%
4 黒色土(lOYR2/1) 粒子級、粘性あり、しまりあり、浮石粒 l 皿~5 凹大 5%、炭化物シミ状20%、治山粒 1 四-3 回大10%
5 にぶい議~明黄栂色土 (2.5Y6/4-6/6) 粒子細、粘性なし、しまりあり(白頭山火山灰)
6 黒褐色土(lOYR2/2) 粒子制、粘性あり、しまりあり、浮石粒 1 阻-3 阻大20%、炭化物 lmm~2 聞大 2%、焼土粒 l 皿大 2%
7 黒褐色土(10YR2/3) 粒子綱、粘性者子、しまりやや欠ける、浮石粒 1mm大30%、地山粒1田皿-5回大5%
8 ~黒褐色土(10YR2/2) 粒子細、粘性若干、しまり強、炭化物シミ状10%、浮石粒 lmm-3mm大20%
9 黒色二l~ (10YR 2/1) 粒子綿、粘性若干、しまりあり、炭化物シミ状3mm-5細大 1%、焼土粒1伽E大 1%
10 褐色土(lOYR4/4) 地山車塁手iブロック十掲色土粒、多量混合士、焼土ブロック20%、 部地山亦変
11 黒色土(10YR2/1) 粒子縦、粘性若ニ!二、しまりあり、浮石粒ブロック30%、軽石粒3四-1伽皿大3%、焼j二粒1皿-5四大1

%、炭化物シミ状多量
12 黒褐色土(lOYR2/2) 粒子級、粘性若干、しまりなし、浮石粒 l回大3%、軽お粒 1mm-l伽血大80%、炭化物3皿大2%
13 褐色土~にぶい黄褐色土(lOYR4/4-5/4) 粒子細、粘性中、しまりあり、浮石粒1回大 1%、焼土ブロック一部あり
14 黄掲色土~明掲色土(lOYR5/6-2.5Y 5/8) 粒子紙、粘性中、しまりあり、 12層の赤変化したもの

第12図 S 1157竪穴住居跡
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第13関 S 1157竪穴住居跡火山灰検出状況

く部分に克られ、厚いところで6cmを測りレンズ状の堆積を呈する。本住居跡、は焼失家屋で、

火山灰直下の炭化物 e焼土粒が住居跡を覆い、カマドから南東照部を除いた部分に炭化した板

材が遺存していた。幅13，..._，24cm、長さ50，..._，114c図、惇さ 1，..._，2 cmを担IJり、南壁を除く各援に沿

う方向で壁際からやや内側に 2，...，_，3枚並んでいる。東壁中央寄りにそれと直交する板材がある O

板材の用途としては腰板 e矢板@敷板が想定できるが、いずれも決めてを欠く。カマドは南壁 e

南西隅寄りに付設されている。カマドは、幅70cm、長さ40cmの不整形のくぼみを掘り、肩平な

河原石を据えた後、外側を掲色土@暗褐色土で充填して両袖部を構築し、手前の床面をIjl語45cm、

- 34 
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第14図 S 1 157竪穴住居跡遺物出土状況

長さ98cmの楕円形に 2"-'10cm掘り下げて焚口部を構築する。焚口部から煙道部付近へは垂直に

立ち上がって移行する。煙道部は削平を受けて不明である。支崩lは地山土を積んだ上に土師器

護を逆位に据えている。埋土は11層に分層された。大湯浮右粒を混入する暗褐色土~褐色土が

主体でカマド構築土である。カマド周聞に石が散在していることから、芯材として使用された

と想定できる。

遺物は、 35点出土し、その大部分がカマドから集中して出土した土師器 (32点) "須恵器

( 3点)の破片で、全て5層(火山灰)下からの出土である。土師器破片のうち大半が護で、

杯 e壷は9点、ロクロ成形が11点、非ロクロが21点である。接合後、図示できた土器破片@復

原土器は10点である。出土状況@接合関係、から S1 150と同様の想定を行った場合、 78(34) 

が転用、 71( 1 2"18" 30 )φ72 (10"17"25) "73 (26"28"29) "74 (26..27) ，， 76 (23"24) .. 77 

(10"11"13..21)が遺棄、 40(2，，32) "70"75 (34) "79 (7"-'9)は流入 e廃棄と想定され

る。 40は3点、の破片から接合されており、残り l点、はS1 150のRP38である。どちらも流入

の破片と想定したが垂産分布での違~\から雨遺構の有機的関係、を想起させる資料である。
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調査の記録第4章
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しまり粘性なし、浮石粒2阻-5醐
粒子縮、浮石粒0.5凹-1.0mm、しまり粘性あり
精浮石粒 3 阻~5 岡、しまり粘性あり
浮石ブロック20阻-40阻多;量に含む(黄色i沫がかつている)しまり・粘性なし
粒子細、浮石粒0.5阻-lmm
浮石粒3師、しまり・粘性あり
しまりあり、粘性強、焼土粒1阻-3皿、浮石粒2mm-5四少蜜
粒子細、粘性若干、しまりあり、焼土粒3阻大2%、軽石粒2四 -5岡大5%
粒子縮、粘性若干、しまりあり、焼却立l醐大 1%、軽石粒 1mm-2回大3児
9と同様で、あるが焼土粒及び軽石性多量20%
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第 l節遺構と造物
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第16国 S 1157竪穴住居跡 カマド遺物出土状況
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第4意調査の記録

S 1158霊穴住鹿島事(第17---20 " 33図、第8表、図版9" 10 " 16) 

L Q63.. 64グリッドに位醤し、第麗層上面で検出した。主軸方位がS… 70-W、南壁南東

隅寄りにカマドが付設された竪穴住居跡であるが、北壁が調査区外にあたるため、全容は不明

である。したがって壁長は南監のみ計測可能で2.14mを総る。壁高は東壁37cm、活壁40側、南

壁42cmで、2o...._ 3 0の傾斜で立ち上がる。柱穴は南東偶部@南獲下に 2本設けられ、径20"'-'25仙

の路円形を呈し、埋土は焼土粒 e炭化物を混入する。 P1は本来隅部に配されるはずだったの

が、南西隅部は縄文時代の土坑 (SK168)と重複するため、柱穴の構造上、避けられた可能

性がある。床面積は謁査部分だけで4nfを測る。床面は緩い起伏を呈し、やや軟弱で、焼土粒@

炭化物が混入し、北西部から北東部にかけては鮎床が施されている。東壁下に長軸65cm以上、

短軸55cmを測る土坑状の落ち込みを検出した。埋土は鮎床と同様の単一層であるため、本住居

跡より古い時期の遺構に貼床を施した可能性がある。埋土は15層に分層された。大湯浮石粒@

焼土粒@炭化物を混入する黒補色~培褐色土が主体で自然堆積を呈する。床面よりやや浮いた

部分に焼土及び炭化層が看取でき、直上の6層は火山灰である。カマドが付設された南側から

北側にかけてレンズ状の堆積を呈し、厚いところで7cmを測る。調査区外との境界にあたる部

分で埋土を観察した結果、第宜層(大湯浮石)を掘り込んで本住居跡が構築され、実際の壁高

は東壁60cm、西壁40cm以上となり、 6層の火山灰は大湯浮石より新しい火山灰と識別できる。

本住居跡もS1157と同じ焼失家屋で、炭化した板材が北側に遺存していた。 ~I富山"-'18cm、長

さ25'"-'57cm、厚さ1"-'3cmを測り、東西方向に並んでいる。また、これに直交してよになる板材

がほぼ中央部にみられる。炭化材の検出、埋土の状況から S1157も本住居跡と同じ面で構築

された可能性が高~\o カマドは南壁、南東隅寄りに付設されている。幅40cm、長さ 55cmの不整

方形に床面を 2"-'3 cm掘り込んで焚口部を構築し、その後雨袖部の芯材となる河原石を側壁上

端に押しつけて、灰白色粘質土、地山土を積み上げているO 焚口部から煙道部へは緩い傾斜で

移行し、煙出部で垂直に立ち上がる。煙道部は幅42cm、長さ117cmを測る。支脚は検出されな

かった。埋土は、 26層lこ分層され、 6"26層は焼土、 2"7，， 8層は袖部構築許;;f"1ペベサ"10" 

13 e 19 e 21 e 25層は天井部崩落土に相~する。また芯材として河原石が使用されている。

遺物は番号を付して取り上げた土器片が10点である。縄文土器片 l点を除けば、全て土師器

破片で6層(火山灰)下からの出土である。接合後間示できた遺物は7点で、ロクロ成形の土

師器杯2点、土師器翠1点、非ロクロ成形の土師器蓋3点、職羽口破片 1点であるの出土状況、

接合関係からS1150と同様の想定を行った場合、 81(8"10)、85(2，，-， 5 )は遺棄、 82(7" 

l的、 83(6)、84(9)は流入が想定される。 80(10)、86(カマド内一括)はカマド埋土

の6層下部から出土している。カマドにおける位置関係からどちらかが支脚に転用された可

能性が強い。 86は、丁寧なヘラケズリ調整された輪羽口の破片である。
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1 .~立網色土(10YR 2/2) 枝子納、粘性殺ニl二、しまり強、浮石粒2臨 -5聞大80%、地ILI粒5醐-6回大3%
2 :M掲色土 (10YR2/3) 枝子部IJ、粘1'Jあり、しまりあり、浮右粒少母、総石プロック状混入20%、焼上総5醐大2%、伐化物2阻-3聞大10%、終石は赤変している
3 ~立1<'3色土 (10YR 2/3) 粒子紺i、粘性あり、しまりあり、浮石粒ブロック状、終お粒5回-10阻大5%、焼土ブロック少没、炭化物2醐大谷干、軽石は赤変している
4 黒栂色土(10YR2/2) 粒子縦、粘性若二F、しまりあり、浮石紡 1回大5%、炭化物3阻};:2%
5 ;，忍色土(10YR2/1) 牧子細、粘性なし、しまりやや欠ける、炭化物シミ
E にぶい黄~明員総色 1- 村子制、粘併なし、しまりあり〔ドl頑111火111版〕
(2.5 Y 6 i 4 -6 i 6 ) 

7 担潟色土(10YR2/2) 枝子結IJ、粘性あり、しまりおり、浮石役、.!:tlJILj粒若千、 UllJill1火山灰10%混入
8 I-~立鴻色土 (10YR 2/3) 牧子細、粘性岩子、しまりあり、炭化物2四 -3聞大5%、焼土紛2叩 -3醐大20%、 向Ilブロック状あり
日 黒色士 (IOYR 2! 1 ) 粒子制、粘性あり、しまりあり、ll't:lニ粒 1田 -2回大5%、炭化物2阻-5聞大10%、一一部炭化材浪人
10 黒褐色士 (IOYR 2/3) 粒子縦、名当然なし、しまりあり、浮イi粒 i四-2聞大、焼粒 1"m-3幽大30%、炭化材炭人
11 呉{栂色土 (IOYR2/2) 初予級、宇1~1性あり、しまりあり、浮お粘 I 四-5回大 5%、終石村 3 聞大 2%
12 lJlj潟色上(10YR3/3) 粒子縦、粘性若干、しまりやや欠ける、炭化物・焼土粒1皿 -3醐大10%、地III枝 l醐-3回大20%
13 ~君掲色土(10YR2/3) 粒子綱、粘性若F、しまりあり、浮石粒1四 -3醐大20%
14 黒褐色士 (10YR2/3) 牧子制、 tlitU守ご|二、しまりあり、浮石粒 1mm-5mm大10%、焼二上申立3醐大 1%
15 日産燭色二七(10YR3/3) 粒子*Hl、粘性あり、しまりあり、軽石ブロック状50%、焼ゴ二校3聞大 1%、(J世i針。

。 (1: 40) 

第17図 S 1158竪穴住居跡
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第4軍調査の記録

H: 156.8m ~ 

七一づJグで、

。 (1: 40) 

第18図 S 1158緊穴住居跡火山灰検出状況
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第41主調査の記録
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黒褐色土 (10YR2/2) 粒子綱、粘性なし、しまりやや欠ける、浮石粒 1mm-2mm大20%、焼土粒 1mm-2闘大3%
にぶい黄褐色土(lOYR5/3)粒子縮、粘性中、しまりあり、軽石粒5mm大29-o
黒褐色土(lOYR2/2) 粒子縮、粘性なし、しまりなし、浮石校 1mm-2聞大30%、軽石粒2mm大2%
褐色 l(lOYR4/4) 粒子総、粘性中、しまりあり、浮石粒l聞大2%、軽石粒3mm大(赤愛) 1% 
黒掲包土 (10YR3/2) 粒子細、粘性あり、しまりやや欠ける、浮石粒 1mm大3%、焼土粒 l聞大 1%、4周i粒3mm大2%
褐色土 (10YR4/6) 粒子綱、粘性なし、しまりあり(焼こり、軽石粒3mm10% 
黒褐色土(lOYR2/2) 粒子細、粘性なし、しまりあり、浮石粒 1悶 -2mm大 1%、軽石ブロック20%、4!霞ブロック 5%
|溶褐色土(10YR3/3) 粒子縦、粘性あり、しまりあり、軽石粒 1m盟-2聞大5%、炭化物2mm大 1%
9 褐色土(lOYR4/4) 粒子縮、粘性あり、浮石粒2回大:1%、軽石村2回大2%
10 9屑と同じである赤変した終石粒 1mm大30%
11 黒褐色 1-.(10YR2/ノ2) 粒子朝日、粘性あり、しまりあり、浮石粒 1mm大2%、軽石ブロック状40%
12 栂色土・ i荷褐色土 粒子細、粘性中、しまりあり、焼土粒 1mm-2 mm大2%
(luYR4/4-4/3) 

13 にぷい策褐色土(lOYR5/3) 硬くしまっている
14 H者潟色土 (10YR3/4) 粒子朝日、粘伎なし、しまりなし、浮壬i粒 i四 ".._2凹(3 c血くらいの大粒百干あり〕
15 8隠に同じだが、大粒の物少ない
16 黒褐色土(lOYR3/2) 粒子総、浮石粒1皿m-2師、粘性なし、しまり若二F
17 精褐色土(lOYR3/3) 粒子縮、浮石粒2mm-20m皿、粘性なし、しまりなし
18 褐色土(lOYR4/4) 粒子縦、浮石粒 1mm-2側、粘性なし、しまりなし
19 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 粒子細しかし荒、浮石粒 l削 -5mm、炭化物 1mm-2mm30%、粘性あり、しまりあり
20 栂 1色土(1UYR4/4) 粒子縦、浮石粒 l血盟、粘性なし、しまりなし
21 灰裁掲包土(lOY日4/2) 粒子縮、浮石粒l四 -2mm、粘性あり、しまりあり
22 黒褐色土 (10YR3/2) 粒子荒、浮石粒3mm-5mm、粘伎なし、しまりなし
23 I隆褐色土(lOYR3/3) 佐子縮、浮石粒2悶 -3mm、15層粒 1mm-2mm30%、炭化物2mm5%、粘性なし、しまりなし
24 黒.褐色土(lOYR2/2) 粒子制lJ、浮石粉 1皿、粘性なし、しまりなし
25 にぶい黄褐色土(10YR5/3)粘性あり、しまりあり、カマド構築粘土 o (1 : 20) 1 m 
26 赤掲色土 (5YR4/8) (焼こり

第20函 S 1 158竪穴住震跡カマド

- 42 



土坑(第24"35 " 42図、第10表、図版11)

S K153 

第 1節遺構と遺物

ME65グリッド周辺に位置し、平面形は隅丸な不整方形で、断面形は鍋底状を去するが、か

なりデコボコしている。規模は坑口部1.37X1.03m、坑底部0.68XO.56m、深さ1.18mである。

本遺構は第豆層(大湯浮石)上面より掘り込まれており、埋土は5層に分層され、レンズ状の

堆積を皇し、 1• 2層には西より流れこんだ浮石粒が混入している。出土遺物はないが、掘り

込み面や理土の状況から平安時代に属すると考えられる。

S K155 

S 1 151の床面で検出したもので;.，.S K156と重複しており、 SK156より古い。カマドの位

置から S1 151に伴うものではないと考えられる。平面形は円形、断面形は円筒形である。規

模は坑口部1.20m、深さ0.62mで、ある。埋土は6層に分層したが、全体的に褐色土を主体に地

山ブロックが混入して、 6層は地山主体土で、埋められた様相を呈する。 1層は黒褐色土に地

山ブロックを混入しているもので;"S 1 151構築時に鮎られた可能性が強く、厚さ 5"-' 15cmを

測る。遺物は小万 I点(第42図223)が出土している。 224は茎の部分で223と同一個体と思わ

れる。 223は長さ15.2cm、最大幅2.4cm、厚さ0.25cmで、 224は長さ4.7cm、最大幅1.0cm、摩さ0.4

cmである。

S K156 

S 1 151の床面で検出したもので、 SK155と重複しており、 SK155より新しい。カマドの

位置からS1 151に伴うものではないと考えられる。平面形は円形、断面形は円筒形である。

規模は径0.90m、深さ0.46mである。埋土上部より土師器護(第35図98..99)が出土した。理

土は地山ブ、ロックが多く混入しボソボソしており、埋められた様相を呈する。

S K159 

S 1 157 と重複しており、本遺構が新し ~'o 平面形は円形、断面形は円筒形で\その規模は

径1.37m、深さ0.36mで、ある。土師器護の口縁部(第35図101)が出土している。

S K166 

S 1 150の東に位置し、東半分が調査区外である。平面形は円形で、断面形は鍋底状である。

規模は推定径1.23m、深さは0.36mで、ある。埋土は9層に分層したが、 2a 3 • 5 • 7 e 8層

に浮石が混入し、 5層にその傾向が著しし iO土師器杯(第35図100)が出土している。

S K167 

S 1 150のi者に位置し、平面形は円形、断面形は浅血形である。規模は径1.00m、深さ0.28

mで、埋土は 2J欝に分層したが、 1J笥に大湯浮石がびっしり堆積している。

S K174 
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第4章調伐の記録

調査区中央部のLS68グリッドに位置し、平面形は不整楕円形、断面形は鍋底状を呈し、底

面はヂコボコしている。規模は坑口部1.25血、深さ0.45mで、あるG 埋土は6層に分層したが、

第1，.....，4層まで径3，.._，4mmの円もしくは角燥が数多く検出された。遺物は鉄製品が2点(第42

図216、2担19幻)可鉄浮がわず

S K17拓5 

北東端のLM68グリッドの第百層(大湯浮石)上面で検出した。平面形は円形で、断面形は

浅血形である。規模は径1.14m、深さ0.15mで、底面はややデコボコしている。埋土は 4層に

分層したが、いずれも大湯浮石が混入し、第1層は40%ほどの割合である。第3層には炭化物

が堆積している。遺物は確認詣で内面黒色処理した土師器杯(第35図102)と{敢に埋土より土

師器杯が出土した。

(3) 焼土遺構(第24図)

S N160 

農道の西、 LS63グリッドに位農し、平面形は不整構円形で、わずかに掘り込まれており断

面形は浅皿形で深さ12cmである。埋土は4層に分層したが、 1層は大湯浮石が主体で、焼土が

混じる。

(4) 空堀跡

S D102 (第21" 27 " 29 " 34 " 42図、第2'-""'4表、図版12---14)

調査区の南東端にあり、第1次調査区の北西部との問に 3条検出されている中で、一番外側

つまり、舌状台地の付け根部に位置する。これら 3条の堀跡はSDI02のごく一部も含めて、

第1次で調査されており、その時期は平安時代末葉とされ、その中でSDI02が一番古いと考

えられている。本遺構はこの部分の現況地形から推測して、東に突き出た舌状台地付け根部に

北側から入り込んだ小さな沢を利用するようにして掘られたもので、その総延長は75mほどで

あろう。平面的には沢に向かつて緩い弧を描き、断面形は底面が細い溝状で、北は緩く、南は

急に、上面ではかなり緩やかに立ち上がる。調査は堀跡に直交する形でLR"MAラインに沿っ

て2本のトレンチを設定し、{也は4m毎に11I記1mのベ、jレトを残しながら堀の上面を確認した。

その規模は LR ラインで、上面隠8.22由、中位~1;5.26m、下位隠4.0m、溝状部分の上幅0.50 泊、

下J!!高0.20問、深さ1.54mで、全体の深さは6.34mで、ある。 MAラインでは上面幅8.86m、中位

幅5.08m、下位幅2.28m、溝状部分の上幅0.56組、下幅0.18m、深さ0.76mで、全体の深さは4.

78mである。上面端から中位の肩にかけての間に、円形もしくは橋円形をまする径18，.......，25cmの

ピットが全体的にあり、 56cmほど横に掘り込んだものもある。これらの埋土はほとんど炭化物

粒子がびっしりつまっており、かなり軟かく、藁のようなものが焼けたという印象を受けた。

遺物(第27図問、第29図49、第34図87，.___97)は土師器杯 e護、須恵器杯、鉄製品(第42図222)、
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1 Ni 立NIJ'と i立物

第2表 S0102 土護観察表 (A"-'B)

混 入 物
番号 色 調 一ロい 7口ゴ 粘子1:硬度 続 考

炭化物 地 山 !l莞 石 砂

黒色土 10Y H2/1 あり あり 3 --10四 10%

2a 黒色土 10YH2/1 多量 多量 f覧乱開 i

2b 黒色土 10YH2/1 多量 多量 11 

2c 黒色土 1uY日3!1 ブロックiO% 11 

2d 陪褐色土 10YH5!3 なし なし 混入 11 

2e 暗黄褐色土 10YH6!6 なし なし 10% I! .黒褐色土

3a 黒褐色土 10YH2!2 なし あり 1 ----2岡 5%5----10皿 10% 自然堆積

3b 黒褐色土 luYH2!2 なし あり 1 mml0% 3 ----10醐 20% 11 

3 c 黒色土 10YH2!1 なし あり 1 ----2 mm10% 5----7mm5% 11 

3d 黒褐色土 lOYR2!3 なし やや欠 1 ----3阻 20%5----10皿 5% 11 

3e 明黄褐色土 10YR6!8 多量 ブロック多量 11 

4a 黒褐色j二 10YH3!2 なし あり 1 ----3臨 10%5 ----20四 20% 人為的堆麓

4b 黒褐色土 10YR3!2 なし あり 1 ----5 mm15% 5 ----20阻 20% I! 

4c 黒褐色土 10YR3!2 なし あり 1 ----2阻 5%5 ----lOmm10% I! 

4d 陪褐色土 10YR3ノ3なし あり 多量 ブロック15% 11 

4巴 暗褐色土 10YH3!4 なし あり 5四 1% 1----2mm5% 5 ----30阻 20% 11 

4f 褐色土 10YR4! なし あり 1 ----2卿 10%3 ----20阻 30% 11 

4g 褐色土 10YR4!4 なし あり 1 ----3 mm10% ブロック 5% I! 

5a 黒褐色土 10YH2!2 なし やや欠 1四 5% 3 ----10mm 7 % 11 

5 b 黒褐e土 10YH2!2 なし あり 3 mm若干 1 ----2凹 3%3----lOmm5% 11 

5c 黒褐色土 10YH2!2 若干 やや欠 2脚 1% 1 ----2阻 5%5 ----30服 5% 11 

5 d 黒褐色土 10YR3!2 あり なし 1 ----2 mm20% 5 .......10四 10% 11 

5巴 黒褐色土 10YH3!2 なし やや欠 2----5mm2% 1 ----2阻 5%3----5醐 20% /ノ

温 6a !培褐色土 10YR3!4 なし あり 2"""'5mml% 1 ----3 mm20%1 5 ----20阻 10% 11 

6b にぶい黄褐色土 10YR4!3 なし あり 1----2mm若干 1 ----2 mm30% 11 

らE I塙褐色二l二 10YR3!4 なし あり 5mm1% 1 ----3凹 30%20mmlO% 11 

6d If吉掲色土 10YR2/4 なし あり 3 mm若!二 7 ・ !;:.M~世袷色 I~

6巴 !暗掲色士 10YH3!4 なし あり 1----5mm2% 1.......， 2 mm30% 5.......，10mm10% I! 

6 [ 黒褐色ト lOYR3/2 なし あり 1----2mm10% 5 ----10mml0% // 

6g 11斉摘色卜 10Y H3!3 なし あり 2"-'5m1ll3% 1 ----3 m1ll20% 1O.......201llm 5 % 11 

7a 褐色士 10YR4!4 なし あり 1 ----2 mm20% 3 ----40mm30% 第三次崩壊土

7b 培掲色土 10YH3/3 なし なし 1，.._. 2 mm20% 1 ，..，__ 2四 20%ブロック20%少量 11 

7c 階褐色+. lOYH3!3 なし なし ブロック ブロック30% 11 

7d !倍掲色土 10YH3/4 なし やや欠 1 r-.. 2 mm20% 5 r-..l01lllll20% 0> ノ二1二11 11 

8a !長補色土 lOYH2/2 なし やや!うこ 1........2mm5% 5 ---10mm 3 % 自然~:t世話

8 b 日高褐色 l 10YH3/4 なし なし 1 ---2皿 10%3 """"30阻 5% 11 
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第4章調査の記録

8c 暗鴇色十A 10YR3/3 なし なし 1---2m1ll5% 5 ---20llllll 3 % 1':1然堆積

8d 日吉褐色土 10YH3/4 なし なし 1 ~2llllll20% 5，..._.30阻 20%少量 11 

8c 褐色L 10YR4/4 なし なし 2皿 10% 2.........1011111120% 1/ 

8 f 褐色土 lOYR4/4 なし 若干 1'"'"'-'2llllll多量 3~5llllll多量 !I 

8g にぷい褐色←L 10Y!{4/3 なし あり 1'""'-'5llllll10% 少景 " 

8h 黒掲色 1-. lOYR2/2 若干 あり 2~10llllll1 % 1 "-'31111115 % 5 "-'10mllllO% 少量 // 

9a 褐色オニ 10YH4/4 なし やや欠 ブロック 第二次崩壊土

9b 褐色土 10'{R4/4 争'd、、 Eし やや欠 3'""-5 mm9u9-o li 

9c 掲色土 10YR4/4 なし なし 1"-' 2阻 10%10，..._.20阻 2% 11 

9d にぶい黄褐色土 10YR5/4 なし やや欠 ブ、ロック多量 3，..._.10四 5% 11 

10a 暗褐色土 10YR3/3 なし やや欠 ブロック10%5 ，..._.10llllll5 % 第一次崩壊土

10b 黒鴇色土 lOYR2/3 なし なし 多量 11 

10c 暗掲色土 10YR3/3 なし なし 1，..._. 2皿 10%5四 10% 若二i二 11 

10d 暗褐色土 10YR3/3 なし なし 1，..._. 5 llllll20% 10"-'20四 3%少量 11 

J 

10e 黒褐色土 1ぴ九{R3/2若干 なし 1 ，..._. 2臨 20%5，..._.10llllll30% 11 

10f 黒褐色土 lOYH3/2 なし なし 1 ，..._. 5皿 60%5llllll10% 若干 /ノ

10g 褐色土 10YR4/4 なし なし 1，......， 5四 50%3醐 11 

11 砂層 あり 2"-'3 llllll 3 % 1"-' 2鵬 自然堆積

第3表 SD102 土愚観察表 (C"-'D)

混 入 物
番号 色 言司 ニ主手し.， 仁弓ニs 粘性 硬度 備 考

炭化物 士也 111 il珪 石 砂

黒色土 10YR2/1 あり あり 3 "-'10llllll10% 

2a 黒色ご|二 10YH2/1 ブロック20% 撹乱埋土

2b 黒色土 10YH2/1 多量 多量 11 

2c 黒色土 10YH2/1 多量 多量 11 

2d 黒色土 10YR3/1 ブロック10% 11 

2e 明黄褐色!て 10YH6/6 10% 11.黒掲色ゴ l

2f 暗褐色オ二 10YR5/3 なし なし 混入 11 

3a 黒色土 10YH2/3 若干 あり 1 ，..._. 2阻 5%3，..._.5llllll2% 自然!tf~f

3b 黒5+. 10YH1.7/1 なし あり 1 ，..._.31111115 % 5 "-'10111111 7 % 11 

3c 黒褐色士 10YR2/2 なし あり 3llllll1% 1 ，..._. 3阻 1叫 5脚叩 11 

3d 黒褐色土 ]0γ汽2/3若 Fあり 1 "-'21111113 % 二Fタl、主E主Z11 11 

3c 暗褐色j二 10YR3/3 なし あり 2阻 1% 少量 11 

4a 褐色土 10YH4/4 なし あり シラス多量 5 "-'10llllll10% 人為的堆積

4b i情褐色土 10YH3/3 なし やや欠 1，..._. 3llllll20% ブロック 3% 11 

4c にぶい黄褐色士 10YR4/3 なし やや欠 シラス多量 20% // 

4d にぶい黄掲色士 10YHA/3 なし やや欠 2，..._. 5四 20%ブロック10% N 

4e シラスフロック 混入 // 

4f 黒褐色上 10YH3/2 なし やや欠 3llllll1% 2，..._.3阻 10%10，..._.20四 5% 11 
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4g 黒褐色 L 10YH.2!3 なし あり 1 mm若|二 2~5mm10% ブロック10% 人為的堆詰

4h にぷい黄褐色土 10YI?5/4 なし なし シラス多量 5'""'-'10mm3% fI 

褐色 1:. 10YH4/4 なし なし l ノ% 押@砂iJ1場島色二

5a 黒色 i 10Y H.2/1 若干 あり 1----4皿5% 1/ 

51 黒褐色一i 10YH2!3 ~'i 子 あり 1-10mm30% ブロック10% I! 

5c 黒褐色土 10YH2/3 フ会ロック20% 11 • 石鎌III土

5d 黒褐色土 10YH2/2 なし あり 1，..._.10mm40% ブロック10% ノ/

只。 県掲色ご!二 10YH2/3 す三 二下 あり 3四5% 1，..._. 5 mm40% ブロック 5% /1 

5 f 黒色土 10YR2/1 若干 あり 2阻 1% 1，..._. 5 mm20% 5% 1/ 

6a 褐色土 10YH4/6 なし あり 1，..._. 3 mm50% 少量 11 

61 黒褐色土 10YR2/3 なし やや欠 1，..._. 5 mm20% 1% /1 

6c 黒椙色土 10Y只2/2若干 あり 1，..._.10四30%ブロック 5% 11 

6d 暗褐色土 10YR3/3 なし あり 2阻1% 2，..._. 5四40%10% 若二!二 ノ/

6巴 黒褐色土 10YR2/3 若干 あり 2阻若干 1 ---3四7%2% 若干 /1 

6 f 11吉褐色士 10YR3/3 若干 やや欠 1---5mmlO% 1% 若干 11 

6h にぷい黄褐色二上 10Y汽4/3なし なし シラス多量 多量 /1 

6 i lこぶいJ!f:i褐色士 10YR5/4 なし なし シラス多量 10四10% /1 

6 j !暗褐色士 10YR3/3 なし なし 3 ---10mm20% !I .明時国色土

6k 黒褐色土 10YH2/3 なし なし シラス多量 ノノ

7a 黒褐色土 10YH2/2 なし あり 1 ---5阻20%少量 1/ 

7b 黒色二|二 10YR2/1 なし あり 3mm1% 1 ---10mmlO% 若干 11 

7c ~褐色一j二 10YR2/2 1 ---3阻15% 11 

7d 黒褐色土 10YH2/3 なし あり 多量 3% 1/ 

7e 黒褐色士 10YR2/2 者 Fあり 2mm1% 1，..._. 5 mm20% 20% 1/ 

71' 黒褐色 L 10YH2/2 若干 あり 1 ---5 mm30% 1/ 

7g 黒色i二 lOYH2/1 若ごFあり 多量 5% 11 

7h 黒褐色一i二 10YH3/2 なし あり .1 ---3 mm20% 少量 11 

7 i '1培褐色土 10YR3/3 なし あり 多ノもノ75E三主E主E 5% 11 

8a H奇禍色一上 10YH3/3 なし あり 2，..._. 5 mm20% j〆、Ef1 第三次崩壊土

8b 褐色土 10YH4/6 なし やや欠 2 ---5 mm20% 5 ---30mmlO% l四若二{二 11 

8c 黄禍色j二 10YH5/8 なし あり 3，..._. 5畑 30%20--30四5%若F I! 

8d 暗補色J: 110Y Ft3/3 オヲ !二 やや欠 2，..._. 5 mm10% ブロック10%l皿少量 /1 

8c 掲色二L 10YH4/4 なし なし 2 ---5翻 30%ブロック50% 11 

8 r 時褐色上 10YH.3/4 手し やや欠 2，..._. 3悶 5%ブロック 3%1，..._. 2 mm少量 /f 

8g 明持褐色土 10Y 1{6/8 なし やや欠 3，..._.10阻30% H ・2立掲色士

9a ~~{褐色二l: 10YI{3/2 あり 3mmヰ'H二 3---10醐3% 1，..._. 2血多量 自然堆積

9h J;~色土 10YH2/1 やや欠 3---"-6醐5% 1........ 2醐多量 /1 

9c 虫色上 lOY H2/1 あり 2，..._.10四10% 1，..._. 2 mm多足 11 • 

9d 褐色 1.. 10Y 1{4/4 なし やや欠 1，..._.10mm30% 10mm 2 % 2% 1/ 

ge 褐色土 10YH.4/4 あり 110........40mm鉛 11 
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9f 暗掲色ト 10YH3/4 あり 3 ----5 mm10% 20mm 5 % 1 ----2阻多量|員籍軍需'
9g 黒褐色j二 10YH2/2 若干 やや欠 3阻若干 ブロック10%1四10% 11 

9h 黒鵠色土 lOYR2/2 やや欠 混入 ブロック 1 mm 11 

9 i ゆーj黄褐色一i二 10YR7/6 なし なし ブロック 5%1阻未満若干 11 

9j 黒褐色土 10YR2/2 なし なし 11 

9k 褐色土 10YR4/4 なし やや欠 1，...._， 5 mm20% ブ、ロック 5%1，......，2mm1% 11 

91 褐色土 10YR4/4 なし なし 多量 多量 若干 /ノ

9m 褐色土 10YR4/6 なし なし 2 ----5 mm20% 11 

10a i暗褐色土 10YR3/3 なし なし 2 ----5阻70%ブロック 少量 /ノ

10b 暗褐色土 10YR3/4 なし やや欠 2----10阻60%1% 少量 11 

10c 褐色土 10YR4/4 なし やや欠 3 ----5 mm50% 2% 多量 11 

lla 明黄褐色土 10YR7/6 なし あり 3----8 mm 5 % 若干 第二次崩壊土

11b にぶい黄褐色土 lOYR7/3 なし なし 2 ----5阻10%2% y ・明黄褐色土

llc 暗褐色土 10YR3/4 若干 なし 11 • 褐色土

lld にぶい黄褐色土 10YR7/3 若干 なし 5.-..，.，20mm30% 2% 若干 // . [暗褐色オニ

11巴 にぶい黄褐色土 lOYR7/3 なし なし 3 ----5阻10% /1 

llf にぶい黄褐色土 10YR7/3 なし なし ブロック 2% /1 

12a 黄褐色土 10YR5/6 若干 なし 2----3皿 80% 崩壊土

12b 明黄褐色土 10YR6/8 若干 なし 5 ----20皿 90% /1 

12c 明黄褐色二L lOYR6/8 なし なし 2......， 8 mm90% 1/ 

12d 褐色オ: 10YR4/4 若干 なし 2----7阻80% 若干 /1 

12巴 にぷい黄楊色土 10YR7/3 なし なし 3----10皿 70% 11 • 明黄褐色士

13a 砂崩 強 0.5----1四砂鉄 印J封鎖・総剖却T

13b 砂層 強 O. 5----1 mm砂鉄

続)j~口 (96) 、縄文土器、石鎌 (97) が出土している。埋土の詳しい状況は土層大別図(第21

図)、土層注記表(第2.. 3表)にゆずるが、第 1.. 2層は戦後まもなく畑地とする擦に北側

から重機で押された擾乱麿である。遺物の取り上げは大別した土層の 3 4層が上層、 4層下

部..........6層上部が中層、 6層下部..........7層までが下層として行った。

(5) 柱穴様ピット(第24.. 25 .. 35 .. 41図、第10..12表、図版119 16) 

柱穴様ピット 2(p 2) 

LT68グリッドに栓置し、平面形は円形で、径は上端で0.46血、下端で0.17盟、深さ0.54m

である。埋土は黒褐色土に大湯浮石の細粒が混入してし喝。遺物は土師器窪(第35図103)が

出土している。

柱穴様ピット 3(p 3) 

MB69グリッドに位置し、平面形は円形で、径0.35m、深さ0.18mで、ある。底部はデコポコ

している。埋士は暗褐色土に大湯浮石がブロック状に混入している。遺物は土姉器犯手付土器

(第41図210.. 212)が出土している。
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第 1節遺構と造物

柱穴様ピット 4(P 4) 

MB65グリッドに位置し、平面形は月形で、径0.26mである。埋土に大湯浮石が混入し、遺

物は土師器把手付土器(第41図214)が出土している O

柱穴様ピット 5(P 5) 

L S68グリッドに位置し、平面形は円形、断面形は円筒形で、筏O.羽田、深さ0.47mで、あるO

埋土の第2層に大湯浮石が混入する。遺物は土邸器把手付土器(第41図215)が斜めになって

出土した。

柱穴様ピット 6(P 6) 

LT67グリッドに位置し、平面形は楕円形、長軸0.40m、短軸0.25mである。埋土は黒色土

で、遺物は径 2cm前後の鉄棒が6点出土した。

(6) その他の遺構(第24図、図版11)

S X176 

調査区中央部のLT67グリッドに位置し、平面形は楕円形、深さ0.13mと浅く掘り込まれて

おり、底面はデコボコしている。埋土は 3層に分層し、そのいずれも大湯浮石粒が混入してい

る。 1層は径5，......，10mmの小磯 (2%)と小さな鉄棒 (10%)が混入した層で、 2• 3層には炭

化物粒子が混入し、その割合は 2層にはシミ状に30%、3層には径3mmの粒子が 1%である。

本遺構の商と東に I層が厚さ 2cmで、広がる。

4.その他の遺播と遺物

時期不明の遺構を本項で記述する。

(1 ) 土坑(第24図)

S K154 

ME66グリッドに位置し、平面形は円形で、断面形は円筒形である。規模は坑口部0.85m、

坑底部0.56m、深さ0.86mである。

S K170 

LT66グリッドに位置し、平面形は円形、断面形は浅胆形である。規模は、坑口部1.74mで¥

深さは0.27mで、ある。

(2) 焼土遺構(第23• 24図)

S N162 

L S66グリッドに位置し、椿円形で、長軸0.88m、短軸0.56mで、あるo

S N171 

LQ67グリッドに位置し、不整楕円形で、長軸1.80m、短軸1.26m、深さ0.10mである。

51 



調官の記録第 4市:

。
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S K 169 

C 

A 

8 

。

S K168 

A 

C 
8 

S K164 

A 

日:155.9m _Q_ A 
156.3m B H A 

H : 156.0盟主主A 

155.9m _Q_ H C 
156.3m _Q_ 日C 

1 黒 色 (10YH1.7/1)ローム粧子(小)を少量合む
2 黒 色(10YH1.7/1)口一ム粒子(小・中)少量含む
3 1黒褐色 (10YH2/2) ローム粒子、ローム小プロック混入
4 黒褐色(10YH3/1) ロームブロック(中・大)浪人
5 黒褐色(10YH3/2) ロームブロック ('1')多蛍に浪人
6 !ii( 色(10YH1.7/1)ローム粒子をほとんど含まない
7 黄褐色 (10YH5/6) ローム粒子、ローム小ブロックから成る
B 黒栂包(10YH2/3) 口一ム枝子、ローム小プロック混入
9 ~耳鴻色(10YH2/3) ローム粒子少ない
10 黒 色(10YH2/1) ローム粒子ほとんど含まない
11 黒褐色(lOYH3/2) ロームブロック(中・大)混入
12 明策掲色 (10YH6!6) 粒子綱、粘性若干、しまりなし
13 思掲色ニヒ(10YR3/2) 粒子綱、粘性あり、ロームプロック50%
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S K165 

1 立色上(10YH2!1)粒子制、粘性あり、しまりあり、地11Itt[2%
2 烈色(10YH2/1)枝子側、粘性あり、しまりあり、地ilJfJL20%
3 1，i¥色 L(10YH2/1)紘子制、粘性あり、しまりあり、地山牧 5%
4 担色(10YH2/1)枝子制11、名1;1'1あり、しまりあり、焼土杭 1%
5 ~~1褐色士 (IOYH2/2) 紋子割11、粘性あり、しまりあり、地山50%
6 :A~栂色 t (10YH2/2)牧子制11、粘性あり、しまりあり、地山続4096
7 J，f，~潟ß L (lOYH2/2)粒子朝日、粘性あり、しまりあり、焼二1:粧 2%
目 黒色 1:.(10YH2!1)粒子細、粘性あり、しまりあり、地山粒70%
9 r.~{潟色土(lOYHZ!わ粒子網、粘性あり、しまりあり、池山村日日%
101M色 i二(10YH2/1)粒子綱、粘約ゐあり、しまり強、焼t-_f.¥Ll%
11 J曲山ブロ(lOYH2/1)しまり強
ソク十:.H
色l
12 ;日補色 1:(lOYH2/2)粒子部11、粘性あり、しまり強、地山70%
13 地山ブロ(烈色L、I日YH2/13096)混入、しまり強
ソク 1'.

14 [，¥¥栂f5上(10YH2/2)枝子細、粘性あり、しまり強、池山70%
15 黒鯛色lニ(10YH2/2)枝子細、粘伯あり、しまり強、 j世LiJ60%

⑧ S K163 

AL点、_A

B 

S K177 
必の

A 

民 156.7m玉三A 

8 A 

H : 156.5m_Q_ 

-lJ五福孟品
A 

1-1 156.2m ..s._ A 

I
I
E
E
W
V
V
I
 

1 ~1 色土 (10YH2!1) i'j'.:[i粒 1回-3回大2%
2 潟色土 (lOYH2/l)地山粒 1回 -3皿大1日%
3 J;U綿色土 (lOYR2/2)地山牧lmm-2回大3096
4 ，~足網色土 (lOYR2/2)地ilJ(軽石)ブロック状5096
5 J旦掲色土 (10YH2/2)地山投l四 -5醐大2096
日、黒褐色ニt (lOYH2!3) l1!l山プロック5096
7 )，¥¥補色 1: (I0YR3/2)域1111t立l畑 -5聞大3096
a 黒褐色ニiニ (lOYR3!2J地wブロック状80%
自 照補色土 (10YH3/2)地111粒1問 -2醐大1596
10 階姻色土 (10YR3i3)地山初2醐 -1伽m大3096
11 I羽謎溺色土 (1日YHfi/8)しまり強 [地ild-J
12 ，~色土 (10YH2!1)治山位2脚 --5阻大8%

SK土坑
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S K173 ~n S N171 

\ノ〈ぷ~二-ごとJx i〉8 υ。8 A 

A 

H : 156，7rn B 

H : 156.7瓜豆

ム
2 1 

A 

1 U国赤鰯包私性土 (2.5Y3!6)粘性仁、しまりあり t焼u

1 黒色ニlニ(7.5YR2!1)粘性あり、しまりあり
2 黒褐色土(lOYR2!3)粘性あり、しまりなL、浮石粒2()-3日%誕入
3 ~黒褐色土(lOYR2!3) 粘性あり、しまりな L、浮石粒 1()-20%混入
4 黒褐色土(l日YR2!3)粘性あり、しまりなし、浮石粒1()-15%浪人
5 黒栂色土(lOYR2!3)粘性あり、しまりなし、浮石段2()-3096浪人
6 黒栂色土(lOYH2!3)粘性あり、しまりない浮右牧15-20%混入

@ 
S K155 

M 
D 

A f( h / B 

A H : 155.6mB 
1 2 

C H : 155.6m D 

1 f'<<栂色土(10YR2/3)地1I1納粒20%、担jJ山大粒5%
2 日吉掲色(10YR3/3)封jJ山粒2四 -1伽m大15%
3 :;l{栂色土(10YR2/3)地は市立 l醐-5聞大10%、10田~ブ

ロック 1%
4 陪褐色土 (lOYR31心地titijLl回---5阻)，，:30%、5阻-10

回大5%
5 1清褐色上(10YR3/4)地叫11.立1回-5阻大10%、ブロック

3伽m-5Om理大 1
栂色ゴニ(10YR4!心地山粒 l醐-2聞大20%、5臨 -10

阻大 1%未紡混入

(10YH3!2)地山続 i悶 -3Omm).、30%
(lOYH3!心地111投2醐-50回大40%、地!1Jと階

掲色土が入り混っている
3 栂g，土(I0YH4!4)地tlJl，il四 -1勉m大30%、炭化物 l

凹 -2四 2-3%混入、地IJJとu昔鳩色
が入り縫っている

4 潟色土(lOYH4/6)時褐色 1:に地111校l醐-10聞大30%、
10回 -3日間大2%

5 階褐色土(lOYR3!4j他IJJ校 I脚 -5回大30%、3伽m-5日
回大596

5 褐色士 flUYIH/6)地IIJ主体であるが、 l治協色1:20%
7 潟色上 (IOYJ14/6)J也山校l四 -5阻)(30%、プロ yク

30阻大 1%
8 褐色上(10YH'I/6)池山粒 i四 -5回大10%、5闘 -10

醐大5%。緑色土(lOYH4!G)池山殺 11四-5回大5%、5田-10
mm大 1%、ブロック 196

l 黄掲色土(lOYR5!6) 火山灰が主体である

2 黒縞色二1:(lOYR2!2) 粘性あり、しまりなし
3 ~是掲色土 (10YR2!2) しまりなし、地山粒10-20%混入
4 1と向じ、ただし、黒栂色土(10YR2!3) が3かー40%混入

5 黒褐色土(10YR2!3) しまりなし、地山粒3ト 40%混入

6 黒掲色ニ1:(lOYR2!3) しまりなし、地山粒10%混入
7 黒褐色iニ(10YR2!3) しまりなし、Jt!J山校10-20%混人
目 黒褐色土(lOYR2!3) 粘性あり、しまりなし
9 黒色土 (7.5YR2/1)粘性あり、しまりあり
10 ~思掲色土れOYR2!2) 粘性あり、しまりあり
11 暗褐色土(lOYR3!4) 粘性あり、しまりあり

⑧ S K159 

f寸
ノ

A 

A 

I 県綱色土(lOYR2!2)しまりあり、浮石枝 11田大 196軽イー』
1，)2凹 -1日阻大1096

2 ;\~色士(lOYR2I l) しまりあり、浮石特 2 田-5国大 3
96、地山粧l皿-2皿大1096

3 黒色 1:(lOYR2!1)しまりやや欠ける、浮石粒 l醐大 I
96、炭化物2回大岩干、軽石5醐-40
聞大396

4 f旦補色土(1日YR2!3)しまりなし、地山粒及び軽石、ブロ
ック状多!i!5096

(事) S K 175 

A 一…
¥VU

一V
L
U

A 

1 黒掲色二1:(lOYH2!2) 粒子事n、粘性若干あり、しまり
あり、浮石牧1臨 -5師大40%

2 里色土(lOYR2!1) 杓子縮、粘セtあり、 Lまりあり、
浮石粉 l即 /:10%

3 旦1色土(lOYR1.7!1)純子組、括性若干あり、しまり
あり、炭化物シミtJ:lit綴、色~
粒2%、i宇壬i粒l日%

4 ;，旦潟色一上(10YH2/2) 粒f割IJ、粘性若干あり、しまり
あり、浮石粒i田-2醐A80%

第23図 SK土坑 SN焼土遺構
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S K153 

A 

H : 156.6m _!!_ 

8 

1 U部品色土(lOYH3!4)しまりあり、浮石粧l阻-5
皿、終石状のかたまり者不

2 暗褐色土(lOYR3!4)しまりあり、浮石段1皿-5
回、径10cm以上の軽石多く含む

3 粒状の軽石j弱、灰黄褐色二七(lOYR6!2)
4 1時褐色ゴヒ(lOYH3!4)しまりあり、径10国以上の軽

石合む
5 U自燭色ニiニ(10YH3!3)しまりなL

@ SK166 

-;;-~ B 

A 
摺
H : 156.8m_!!_ 
乱

l 崎褐El+(1日YR3!おしまりあり、軽壬i粒l田-5叩大596
2 晴樹色土(lOYR3!3)浮石粒596、軽石粒1096
3 陪織色土(lOYR3!3)浮石段 1%、軽石粒5%
4 熔褐色土(lOYH3!3)しまりあり、軽石プロック2096
5 暗掲色土(lOYH3!3)粒子縮、粘性若干あり、しまりあり、

浮石粒30%、軽石 196
6 暗褐色土(lOYH3!3)軽石2096、焼土ブロック 596
7 暗栂色士一(lOYH3!3)浮石粒10%、軽石プロック1096
日 時総色上(lOYR3/3)浮石粒596、軽石粒396
9 U晴栂色土(lOYH31/3)しまりあり、軽石ブロック1596

B 

A H: 156.1rnB 
2 2 

G (1 : 60) 2 m 



第 4章調査の記緑
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第 2節遺携外出 1-:の造物

(3) 柱穴様ピット(第25~認)

中央の遺構を中心に広く分布しているもので、規模、断面形に境員IJ性がない。

第2節遺構外出土の遺物

1 .縄文時代の遺物

(1) 土器(第36---38図)

時期毎に群に別けて細分した。

第I群前期初頭の土器であるO

a類(第36図、 110"'-' 116 ) 

いずれも胎土に繊維を混入し、羽状縄文があり、 107は内面に条痕を施すものである。 107、

108は補修子しがある。

b類(第36図117)

給土に繊維を混入し、表裏縄文を施すものであるO

第百群前期前葉の土器である。胎土にやや繊維を混入し、焼成が良く硬質である。

a類(第36図104、105)

いずれも口縁部で、 104は口唇部をヘラ状工具で平滑に仕上げているo

b類(第36図106、109)

いずれも胴部で、羽状縄文を施すものである。

第蹟群(第36図118、119) 前期末葉の土器である。

口縁部の文様帯が狭いもので¥..118は胴部上半から木呂状撚糸文を施すものである。

第百群後期初頭の土器である。

a類(第36図125.. 126、第37関127-----130)

地文が無文で、その上に太めの平作沈線で文様帯を構成するもので、 125は波状口縁である o

b類(第36図120)

縄文のみのもので、口縁部は粘土紐の貼付によって折返し口縁のように肥厚する。

第V群後期前葉の土器である O

a類(第36図122，..._，124、第37図133，-.，136)

地文が縄文で、浅い沈線で文様を区画するものである O

b類(第37図131、132)

地文が無文で、浅く細い沈線で文様を区画するものである。

第VI群後期後葉の土器である。
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第4章調査の記録

a類(第37図133)

沈線による区画文内にクシ状工具による浅い条線を施すものであるo

b類(第36図121、第37図138)

縄文のみを施すものである。

(2) 石器(第38図169)

石棒が 1点出土している。

2.弥生時代の遺物

(1) 土器(第37図138'"'-'152、第38図153，.._，168)

139，.._，141、153、154は沈線で文様帯を区画するもので、 153は外面に朱を塗っている。 143---

146、157は横位または斜位の撚糸文によって口縁部の文様帯を構成しているものである。し、ず

れも小坂X式に比定される。

3.平安時代の遺物

(1)土器(第39図170---189、第40図190---198、200""-'209、第41図210---213)

170-..-182は土師器杯、 183---198は土師器歪である。 200は須恵器杯、 201---203は須恵器壷で、

204----209は須恵器護である。 211'"-'213は土締器把手付土器の小形のもので、 210は把手部分で

ある。

(2) 土製品(第40図199)

鞍羽口の破片が 1点出土している。外面にケズリによる調整痕がある。

(3) 鉄製品(第42図217.. 218 " 220 " 221 " 225，-._，227) 

217と218は鉄鉱の基部かと思われるが、 218は釘かもしれなtio220、221は録状のものであ

る。 220は釘かもしれな t¥o225、226は棒状を呈する。 227は椀773淳でLT68グリッド出土であ

る。このグリッドからはもう 1点出土しており、大きさ11.5x8.5cm、重さ0.24kgである。

註 l 遺構内出土遺物の扱い方は直接それに携わった人によって様々なアプローチの方法がある口

ここでは下記の報告書に記述されている遺構内出土遺物、とりわけ住居跡からの土器の出土状

況について想定できる「転用JI遺棄J1-廃棄JI流入Jの概念に基づいている。

多摩市遺跡調査会 昨日田@百草遺跡群J多摩市埋蔵文化財調査報告3 1982(昭和57年)

多摩都市計画道路事業 1• 3 • 1号線関連遺跡調査会 『向ケ問遺跡』 多摩市埋蔵文化財調

査報告6 1983(昭和田年)
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第4'京調査の記録
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第2節遺構外/1::¥.トの造物

77 

79 

第32図 S 1157竪穴住居跡出土遺物

- 65 



第 4章調査の記録
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第 4草調査の記誌

S K156 

S K166 

S K175 

…
 
し了68
P2 

1 2 

第35図平安時代の遺構内出土遺物

- 68 



/~>~''::'"γ} 
ぷメ~~._~.:~♂‘ I / 
曹長〉うごゾ司令 / ( 
ヤJf??JfLi' 

_，1 Y 114 

1 3) iOcm 

第36図遺構外出土遺物(1)一縄文土器一

69 



lvl 

OL -

一醤字:=fi~担@醤芋4言語'一 (l)助事字情16譲事 国l8露

: IL • .\___.:':::.~.9坦
6ë~rì ~浜町ψJコ:う'...';，-l 二〆

;/ 三輪おおF
一一，
ム」轟翠鐘襲撃窪?

吋 1!醤議
( I 棒、、ごえh
，; I ミJ十\て~，""~表ど"

3/ 寵議議手足ジ
:.Jr[~主選ミLe

野';l~ωヨ正蝉 式rv滋



¥153 

ム 宅内清¥約機 { 

ぺ)) 樫甑/)
究附 167 ¥j繋;i持;入 j 

。 (1: 3) 10側

第38図 遺構外出土遺物(3) 一弥生土器@石器一

-71-



第 4主主 調査の記録
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第 4章調査の記録
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第2節遺構外出土の造物
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第 4章訴]売の記鈷

ヰ表 S i 150 

重警 出土地点 おー 穏 口径
底径 器 I~i

!治 土 焼成 色 調 j含 調 繋 1奇 部5 考 |欝口ヨ cm cm 

27-15 カマド 土問lm杯 綾砂子粒R少1脚E2~混入2阻の 良好 71015YYI沼RB//44浅浅紫疏託檀宣 ロクロ RP68 62 

27-16 カマド 土問~!-f 綴砂粒筏少1阻鼠混~入3皿の 良好 22 5EYYRREB//33淡淡爽策 ロクロ RP74 63 

27-17 ピット 3 士郎著書杯 ( 13，8) 
撤崎重J1M醐 良好 7lO5YYRR67//34ににぷよ;いいず鐙i澄 ロクロ RピPッ21ト3j:t~ 上主T; 61 

27-18 ピット 3 土防器椀 ( 7.4) m小m-石混2m入mの 良好 1100YYRR65//B6明澱演褐褐 ロクロ ピット 3埋土一括 21 

埋SDニi1:02 49~ i5 級砂密総少11鼠四~混入2四の 75YYRR77//63~にぷ7綬/8~い寸綴燈 1R回53P土転2一糸9、括切HりPf3li0t誠、S監Dl02 27-19 土問申告吉村、 (14，8) ( 7.0) 良好 ロクロ
7.5 

27-20 年カ世マtド j二防隊?lH、 小線石街混2醐入の砂粒 良好 710.5YY11H56//26灰綴裁褐 ロクロ→ミガキ Eカ'tPマ19ド一指 71 

27-21 カマド 土問器材F(13，6) 6.4 4，6 綴砂密粒混I皿入-2醐の 良好 1100YYRR77//43ににぷぷいい謎紫燈綬 横ミナガデキ→ケズリ→ミガキ Rし2P阻の8高~6支台3脚幽、、底のケ砂面ズ校ケ付ズリ者出リ 34 

27-22 埋土 ごt師l*椀 (12，8) ( 7.2) 70~ 74 級砂密粒浪1阻人-3醐の 良好 izziji霊 償ミナガデキ→ケズリ→ミガキ のRP高E台、R、底P2面5、ケケズズリワHlし 33 

カマド |土問塁線| 1葬品更の桝立 良好 19~~~jj主浅主1泌電総器 償さナザデキ→ケズリ→ミガキ HP35 64 

27-24 壊と上 土師器初、 級砂粒密少1録阻~浪人2皿の 良好 黒10Y色R処5理/2灰策褐 ケミズガキリ 底HP面4ケズザ 36 

27-25 カマド 土師器f翌 級砂密粒少1;阻妓~浪人3皿の 良好 1100YYRRBB//44浅主主前策総様 ロクロ HP78 75 

27-26 坦1土 こt師器鐙 多l皿最~混入2皿の砂粒 良好 7755YYRR57//36燈にぷい褐 ロクロ 外RP街2炭4化物付着 68 

27-27 カマド 土問器霊童 絵小密石少3琵醐~混入5聞の 良好 l10DYYRE176//44ににぷぷいい策裁褐緩 ロクロ HP66 77 

27-28 カマド 土問器主連 鍬混I入&)1聞の砂粒 良好 710.5YYRR77//44ににぷぷいい資緩鐙 ロクロ H.P56 72 

27-29 喫上 土問器鐙 混lmm入-3醐の砂粒 良好 1100YYRR8B//33浅浅筑資後援 績燐ナナデデ→ケズリ 理ゴニ~j-;f; 70 

27-30 カマド 土附探主連 多1掻醐混~入2醐の砂粒 普通 1100YYRR7B//43浅に黄ぷ後い裁穏 綴機ナナデデ→ケズリ RP36 小沼 73 

27-31 カマド 土問器塑 多l蚤mm-混入3聞の砂粒 良好 710EYY11R8E//23Eに互設ぷ褐い褐 磁ナデ カマド~f舌 65 

27-32 カマド 土問l*~霊 多1滋醐~混入3mmの砂粒 良好 2105YYR4/42/53音に灰ぷ演い裁褐 横ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリデ RP47 小l~d 67 

27-33 :till土 土問若?l~霊 綴砂筏粒混2醐入-4皿の 良好 72 55YY4R/72/階4に灰4主:， 、慾 へケズラナリ→デ犠→様ナデナデ RP18 小潟 69 

28-34 カマド 土問器~ 級小密石君3主皿人-5回の 良好 1100YYRRB7//44浅に策ぷ様い煎燈 ヘケズラナリ→デ機→機ナデナデ RP45 74 

28-35 埋::1: 土姉苦言~ 級砂街粒浪1皿人-2醐の 良好 710.5YYRR77//66明綴演褐 横ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリヂ RP5 小型 66 

28-36 カマド l-.Ilifi若iH豊 殺砂絞そも:、41吃皿主~FI22Z醐Z入の j話好 1100YYHRBS//44浅に主ぷ主権い誠綴 償ヘナラデナ→デ→ケ績ズナリデ HP42 78 

28-37 カマド 一土Ilili器主連 掛綴苦弘5、1杭皿~多2EZd闘Zの入 良好 7105YYRR77//44にによぷごいい災綴援 機へナラデナ→デ→ケ被ズナリデ I1P52、RP77 79 

28-38 草山二 土問器懲 綴小密石在2宅田入-5醐の 良好 7105YYRR78//65im浅1挺4憾綬 被ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリデ I1P13 76 

28-39 カマド 土師器E霊 (19，6) 級小i石密浪2四人-5醐の 良好 1100YYRR87//44浅に災ぷ綴Lぜな燈 横ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリデ RP48 80 

28-40 カマド ご上師器5霊 ( 9，9) 鍬砂密粒滋l皿入-3聞の 良好 1100YYRR67//4l褐に灰ぷい諸鐙 ヘケズラナリデ→持ナデ SS11115507--RRPP328 、32(埋土) 6 

28-41 カマド オニ附若宮翌 ( 9，8) 多1皿競~浪人4皿の砂あi 良好 1100YYRR65//31褐に灰..si~\j近議 ケヘズラナリデ 717ドー紙 砂底
17 9 

28-42 カマド 土師器怒 12.8 7，3 14.7 多1醐緩混~入2凹の砂粒 良好 22 55 YYRH6E//BB桜侵 オヘサラエナ→デ→ケ儲ズナワテ・ R7S6DP、8310812、、4B313I!太、、484一2、5指8、69-73_ 

28-43 カマド 土問Il*懇 8.9 砂級干粒f;混l凹入-3四の 良好 150YYRItB7//44淡にぷ淡綴い燈 ヘケズラナリデ 日1"83外ifii炭化物付ZI' 14 

28-44 カマド こl-.mlî~~~ 9.2 縁砂積粒、1阻小~イ'1混4皿入の 良好 1i0OYE1H16/74/吋61針β葉にぷ樹い持泌 ケヘズラナリ→デ→ヘ梼ラアナデデ 内Hj面'64炭化物付お 自

29-45 壊カピニマッiニド3 LITIIi器我 20.4 綴砂密粒混l凹入-3回の 良好 1108YYRR77//43にlこぷぷいい黄箆鐙滋 へケラズナリデ→ケイヘズ幸ナラリデ→ケ→俸ズ様ナナリデ→ テ' RピPッ22ト、3314聖、一七5一3、括87 5 

29-46 カマド J:師器毅 (19.8) 小l醐石~混入5醐の砂粒 良好 150~ii~~~主綴主災援 ケズリナザデオ→サ総エナーもデもナデ
ヘフ

HP77 35 

29-47 土カ中マ1:ド 土附若la 日2 小I醐お混~入5mmの砂粒 良好 7105YYRlt56//33ににぷぷいい認災制褐 I ヘケズラナリデ 7lt21、31679、、186、546、70、71、 12 

29-48 理カ士マド よ附ìm~盟 9.8 級砂利空白少l聞52~浪人2阻の 良好 150YYIit1E7//44ににぷ』品い、亦i.'li褐4宮 ケヘズラナリデ 砂EtP1伝28、41、43、49、63，67 3 

29-49 SカPマ10ド2 j二郎~ð~笠 緩砂¥粒2混1聞入-3醐の 良好 210，5YYRH75//44に1こぷぶいL世熊主鈎 ケヘズラナリデ 、型!6日1二寸E 4 

29-50 底ピ上ッ!ト3 2員窓罰法2 少1阻滋~混入3皿の砂粒 良好 灰以 日夕口 lピ{jッ'8ト3轡上--:f;i; 81 

129-51 .¥1M土 弥生;上総 綴砂，Itfaltm入m-2mm の 良好 77 五5YYIRt66//8B絡鐙 縦2条鎖状1のijl.仰乙t線の文此線を施住lj又に jjJl上f;f; 66 

29-52 場上 弥生 1:器 砂綴密絞混1【入阻-2脚の i以了 1100YYHit77//34ににぷぷいいず裁i綴僚 横Hの{立撚の糸枕文線→ 宅IU~j-;f; 72 
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第 2iip 逮捕外出十φの造物

第5表 S I 151 出土土器観察表

喜専 tJjJ二地点 器穣 LI li 底径 若宮 両 胎 jニ 焼成 色 調 i音 調 撃|昔 備 考 主者主主録号
αE ロE cm 

30-53 床UlI 土師百器畿 語童扶~2闘の 良好 5BYYRR54//2l褐1こ灰ぷい褐 機儲ナナデデ→ケズリ RPl 85 

30-54 寝土 土問器室霊 ま砂量密粒混1皿入~2mmの 良主i 2255YY44//11災員以以 僕儀ナナデデ→ケズリ 壇L上級 84 

30-55 床間 土Ilil沼笠 離訳~3mmの 良好 710.5YYRR57//34ににぷぷいい資燈総 筏機ナナデデ→ケズリ HPl 83 

30-56 壊1二 土師器室車 綴小密石混2醐入~5 回の 良好 10OYYRE176//44iこぶぷい、策演綴鐙10YR6/41こし 後ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリデ 設jj二一筋 87 

30-57 カマド 土師若宮懇 多2醐段~混入7臨の小石 良好 7755YYRH74//42沃に褐ぷい鐙 横ヘナラデナ→デ→ケ1ズXIlナリデ RP19 82 

30-58 カマド 土師器雪翌 品批目I醐八o，m~3 田の砂粒 良好 I1O8YY1E1Z36//2lE黒E褐謎褐 ケへズラナリデ 底HP溺15ケズリ、炭化物付議 39 

30-59 カマド 土師lm~霊 小2皿石~多;綴7皿浪人の砂粒 良好 7755YYmR7//415に震褐ぷい援 ケヘズラナリデ R58Pと9戸、i-1倒7体 88 I 

30-60 カマド j二回ド認滋 小2皿石~多掻7幽混入の砂粒 良好 150YYRR6B//43浅に諸ぷ積い燈 横ヘナラデナ→デケズリ I51812と15間、一1個6、体17 86 

第6表 S 1152 出土土器観察表

望号 出j二地点 器穏
口径 底 E革 著書 荷

万台 ニiニ 焼成 色 調惜 調 整上含 者5 考 登番録号
αE αn αn 

31-62 埋::L 土師器杯 級少援il'i混1醐入の砂粒 良好 黒10Y色R処8理/4浅黄鐙 ロミガクキロ 埋回土転一糸切括り無調殺 37 

31-63 理士 土師器杯 級砂粒密混1皿入-2四の 良好 150YYRRE7//631に登ぷい策樫 ロクロ 樫土一話回転糸切り 38 

31-64 埋土 二上郎器惣 級砂密粒混1阻入-2聞の 良好 7105YYRR77//44ににぷぷきい黄鐙燈 機ヘナラデナ→デケズリ(繊) ;殴土括 91 

31-65 塁塁土 ::1二郎裁箆 級砂積殺混1阻入~2 凹の 良好 1100YYRRB7//33主に主演ぷ鐙いtI.l後 積績ナナデデ→ケズリ 埋土一括 89 

31-66 君!土 :上目rji苦言滋 級多量密混1聞入の砂粒 良好 10YYRR7B//B6紫明策綬掲10 
横積ナナデデザケズリ 埋土-f.5 90 

31-67 埋土 こt附器~ 級砂粒僚混1四入~2 皿の 良好 10YY111185//32沃浅賀資穂掲10 ヘケズラナリデ 思土一括底編ケズリ 40 

31-68 主要土 土問若宮褒 小1臨石~混入4醐の砂立 良好 1189YYRR77//63明1こ資ぷ褐い紫燈 ケヘズラナリデ RP6 92 

31-69 カマド 須窓器き霊 少l鼠皿混のω入ヰt 良好 255YY4I/t4l灰/2以赤 HカVマlド、{確2認i認 94 

第7表 S 1157 出土土器観察表

事専 出土Jt!lR.¥ 器極 LJ 径 底筏 若宮 高 !治 土 焼成 色 調|奇 誕百 繋上金 fflli 考 喜警αn 叩1 cm 

32-70 カマド 土問お杯 級;若官干官混1阻入砂数 良好 2泉.5色Y8/処理4淡黄 ロミガタキロ カマド 1汚 100 

32-71 カマド i二郎<li5杯
13合、，

7.5 45~ 51 級砂官粒官少1鼠醐~混入2皿の 良好 75.5YYRRE8//63鐙浅王者鐙 ロクロ 1向iP転12糸~18切、30りFザ(右Hl立)に累斑 10 
14，6 

32-72 カマド jこ附器材、 13.7 6.8 
4.6- 級の砂後粒1阻混~入2凹 良好 256YYER135//65階i明亦亦掲縄 ケミズガキリ→ナデ→ミガキ 炭RP化1物0、付17着、25、底非証ロ言ケクズロリ 15 
5.1 

32-73 カマド 一i二郎苦言銭 7.8 級砂絞肢少1鼠醐~混入2阻の N好 150YYRH57//46lに!FJ熊ぷ楠い赤褐 ロロククロロ→ケズリ 付HP務26、、底28而、29ケI勾ズ碩リ炭化物 9 

32-74 カマド i二例器磁 級砂密粒混1血入血の 良好 2105YY117/8/33浅浅黄被援 ロロククロロ→ケズリ R内P郎26主主痕2T7寄り 95 

32-75 在!こt 士側器き霊 (13.3) 浪l皿人-3醐の砂I'，j良好 10YR1167//33にlぶぷい煎災被燈10Y こし、
ヘナデラ→ナデサ→ズ横1)→ナデナデ 内HP阪3炭1 化4物付着小主主 29 

32-76 カマド 二例器翌 砂線信粒浪l皿人-3醐の 良好 150YY4lt/72/灰3にオぷリいーずブi俊 総ヘナラデナ→デ→ケ績ズナリデ R??mと同、24一附{似同体対tlJ1Jl椅 93 

32-77 カマド 土銅器霊童 (17.9) 砂線信粘話1通皿入-3醐の 良好 2105YYl4t/7/113立iこ以ぶい総綴 横ヘナラデナ→デ→ケ繊ズナリデ 7116Pと10尚1錫1体13、21 3日

32-78 カマド l::師器褒 10.1 級砂粒II'i混1皿入-2阻の 良好 2255YYBR/74/淡4浅災災 ハケケズIリJ+ナデーへラナデ RP34 支i関l ワu 

qフー7Q|轡!::I.: 忽illI望号議 I 少l皿景~品宅入2 r ! l'iJj好 77 55 1Y 4// l1 以沃

第8表 S 1158 出土土器観察表

符書写f 号図 ILI二i二地点 認積
L1筏 i記径 器 Il;~

胎 焼fil( 色 調|含
嘉号 務 l奇 鍛 考 登番録号

ロE αn 匂E

33-80 カマド j二日rji器杯 11.2 6.0 
4.9- 若綴街干混1醐入の砂粉 良好 1100YYR1477//641に羽災ぷ総い議綴 ロロクク口口→一歩ヘミガフブキデ I外tPi街1籾0、痕!司ゴl伝り糸tJJり 18 
5.5 

33-8] 空カll::lマ二 ド LlfrliiFa杯 (142) 6，0 5，7 級砂草利野混l醐入-2醐の 良好 1100YY1R178//44浅にぷtq鐙い波符 ロタロ i11t71l転当日糸、111j0り (右)

33-82 カマド L防若宮室霊 砂l臨利浪~人3mmの NH  5 Y2It/自lし/刈五5平6i前立10Y 符
口ロクク口口→ケズリ HP7、10 98 

33--83 カマド 上百平iFa主主 泌Imm人-3凹の砂絞 ~好 2108YYI3t/7/l祭4に褐ぷい諸積 書ナナテデ ケズ1) RP6 

33-84 型EI♂ t防署fH珪 小1醐石~混入5醐の砂紡 I主主f 10YH7/81/灰3浅13草H霊5Y 
横ナナデデ→ケズリ HP9 96 

33-85 思J土 !::srli器室生 ( 11.2) 6.0 5.7 総砂統給、lt小盟~平l浪4醐人の 良好 1100YYi1t177//461i羽こぶ熊潟い総務 被ヘナラデナ→デ→ケ憐ズナリデ 物RP十2j若、3 、、4底~n福本内外薬街i長L手i7tfりt 13 
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第 II~~~ 調査の記録

第号表 S D102 出土土器観察表

持番 号関 山上地点 器f種 口径 底径 器 i均 !治αn αB crn 土 焼成 色 調 l奇 調 務|奇 者3 考 欝
34-87 MA59 土師器杯 教若密干混lmm入の砂粒 良好 危4機にぷい襟 ロミガタキロ 51 

1中4位1'.5駁日 ー上倒器材 綴右?一1色4、22Z皿入の砂中古 良好 黒2.5色Y処8/理3淡災 ロミガクキロ 128 

34-89 M 中位A5層8 L郎譲渡 綴砂i粒密混l醐入-2皿の 良好 7185YYRlt65//42に灰ぷ褐い組褐 総ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリデ n辰吉gを平坦に調整 53 

34-90 J中，1位A5賠8・59 :iこ姉若奇襲 多l醐量~混入2醐の砂粒 良好 1S0YYIRt67//65鐙別総褐 被ナデナデ→ケズリ 27 

34-91 M 下位1'.5層9 土防署号室盟 混1醐入-3醐の砂粒 良好 77.55YYRR66//44にiこぷぶいい策策褐褐 後ヘナラデナ→デ(ケ縦ズ)→り償ナデ 52 

34-92 躍日 士罰百累殺 級砂J苦U言浪1阻人-2皿の 良好 7内453〔YEmOR/F6na/持t究4に品昼夜ぷい誠褐 ロクロ 54 

34-93 MIhfAfI5R9 雪 土ffi!i器褒 ・l阻小~石混5聞入の砂粒 良好 1100YRR4/64/赤2灰褐裁褐 ノケ、ズケ釘リ状ナデ 底面ケズ1) 41 

34 日4 M F佼1'.5隠8 土師器葱 浪1皿人-3四の砂粒 良好 2255YYRR34//11赤2音赤灰阪 ケヘズラナリデ 底爾粗いケズリ 42 

34-95 下M佼1'.5鼠9 須;[(器杯 級省子密混2凹入の砂粒 良好 ;iJ諮ji器産 ロクロ 50 

第iむ表 平安時代の遺構丙 (SK.. SN ..ピット)高土こと器観察表

持番 号図 日jこi二地点 若宮 種 口筏 底筏 器:鞄 飴 こi二 焼成 色 調!奇
調

整 l昔 備 ~ 登番録号αB crn ロE

35-98 SK156 オニ師器懇 混1醐入-2醐の砂粒 良好 7755YYRE1U6/s6t俊置 ヘケズラナリデ 場土~t.T; 60 

35-99 SK156 土師器雪霊 君1主皿入-2皿の砂粒 良好 7755YYRR33//3l黛鴎褐褐 ケヘズラナリヂ 型ll:Jこ話 59 

35-100 SK166 土問苦言杯 級砂粒密滋l皿入-2皿の 良好 710.5YYRRB7//66泌俊総 ロクロ L医t.-'括 57 

35-101 8K159 土日F器墾 教砂粒苦2浪2皿人-3皿の 良好 77 55YYRR88//43浅浅ー草竜燈綴 ヘケズラナリデ 思ごi二一括 56 

35-102 SK175 土師器杯 13.4 5.2 5.3 砂級務粒少1皿量~混入2聞の 良好 製10色YR処7理/4にぷい謀it車 ロミガクキロ 回俗説転糸耐切出土り (お) 17 

35-103 LピTッ68ト2 土日E務室霊 混1四入-2mmの砂粒 良好 710ι5YYiI祁16//36l鐙Zぷい員初 ケ+ズ平リ 小型内外共丁寧な釘慾 55 

第11表遺構外出土土器観察表

喜望 出土地点 器積 口径 底筏 器商 胎cm αn ロE
ニt 焼成 色 議陪 話日 経世 自5 考 登若干録号

39-170 L灘P層66上面 土防署苦杯 級若務干混1醐入の砂救 良好 紫10色YR処7理/31こぶい災褐 ロミガクキロ 99 

39-171 FEVI隠C74 土師~・杯 (13.6) (5.2) 5.4 砂ま盟粒~少1 m慾E証~書入2皿の 良好 黒7.5色Y処H5理/41こぶい褐 ロミガクキロ→ケズリ 口主導部付近に主主化物付済 31 

39-172 LEN層69 土師~杯 級小石密若2皿二!ニ~混入4皿の 良好 立10!色YH処8理/3!主主泌燈 ロミfクf牛ロ 104 

39-173 LI証R鱈5上3i百i こiニ師器杯 綴若干¥fi混5醐入の小イ1 良好 黒10Y色R処7翌/!4!にぷい泌総 ロミガクキロ 103 

39ー 174LE5隠64上筒i :i:.ffi!i器杯 級務十!!i混l聞入の砂粒 良好 祭10色YR奥7現/4にぷい策t霊 ロミガクキロ 101 

39-175 I E，R路6上3甑 二tfl市若宮杯 毅砂密tii:浪1皿人-2田の 良好 黒7.5色Y処H7理/4にぷい燈 ロミガクキロ 106 

39-176 LE0悶6】BtI而 土日F器杯 綴理主密二F浪l皿人の砂粒 良好 紫黒色色処処理五日 ロクロ→ミガキ 102 

39-177 IE，R総稲 土師器杯 級者密ごF浪1皿人の砂粒 良好 黒10色YR処7現/3にぷい災燈 ロクロ→ミガキ 105 

39-178 しIT閥・L863 j二郎若宮杯 (13.6) (5.4) 5.0 混1皿入-2皿の砂粒 良好 1l0OYYRR77//44ににぷぷいい諸裁燈燈 ロクロ 底回部転糸付近切若り干(右ケ)ズリ

39-179 LIR慰62 1:防署苦杯 少1皿滋~溢入2皿の砂粉 良好 755YYR1t76//86符務 ロクロ [Iil転糸切り(有) 124 

!39-1RO 

震聞
!こ[i]i~~不 級砂おPをi混l皿入-2皿の 堅企子 7105羽Y毛E王76/f6a砂t霊j裁偶 口今口 @]!長糸怒り(右) 1型一民一

39-181 !一郎認が 若銀?干?i混l聞入のF持古 良好 1100YYRRB7//44浅に謎ぷ樟いt:i綴 日夕日 li'l<i!長糸切り (11) 125 

39-182 二i二ffi!i器綜 者緩一んミ混lmm入の砂税 良好 22 55YYB7//33主淡主災総 ロクロ 凶転糸tJJ り(イ~.) 130 

39-183 指14煽 上自降:u霊 多I1鼠珊~混入3醐の砂粒 良好 710.5YYR1177//5619に1政ぷ褐い綴 織へすラデナ→デケズリ 10日

39-184 h1f厨B65 ごi二百i]í~裂 多l盛悶混~入3mmの砂粒 良好 7755YY1R176//4E儲にぷい綴 Itケ'111ズナデリサデ 折L1幌り返高f~内し弱からの 116 

39-185 Aトレンチ 土師若宮琵 緩砂立¥D混l醐入-2醐の 良好 芸泌者灰灰 横横ナナデデ→ケズリ 111 

39-186 IE，L腐168 士郎<li-H霊 級砂救密援Imm入-3阻の 良好 1100YYHit77//451にUJiぷ立裕い裁駁 ロロククロロ→へうナデ 109 

39-187 LIR~53 立総 戸!こffi!i著書箆 砂級ぬ統混1田入-2皿の 良好 7105YYHR27//i4黒に色ぷい綴 ロ口クタロロ→ケズリ 手lJtjり孤立l色処I!llの河台[3jt主 107 

139-188 im，RK644 JJ函 .:.t師器霊童 多1醐滋混~入3臨のTMJi: 良好 切7//34に主主ぷ災い後tlt綬 償検アナァデ→ヶλ リ→鍛ナア 118 

39-189 1LIf腐D72 I:fl事若者繋 多1田箆~混入3回の砂粒 良好 7755YymH8//34浅浅従tliID強 ロクロ 115 
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40-190 i 1S隠69 Uftjiお号室 畿試-3皿の 良好 1100Y Y Rit7B//42浅1こぶ政鐙い災樗 議ヘナラ子ナ.→デ→ケ磁ズナリデ 119 

40-191 I IJQ腿・1，l{70 土問器E霊 多Imm援~混入2皿の砂粉 良好 55YYRR76//54袴にぷい穫 横ケズナデリ→横ナデ 飴土に欽主事混入 114 

40-192 LET隠63 土師器翠 多Imm頭~浪人3皿の砂利 普通 1100YYR1487//34浅に草ぷ竜符い政援 ケヘズラナリデ→談ナデ !3M4J:鋪14i:に制鉄値棒浪下に人存政有号 112 

40-193 隠58 土例器全車
10.1- ( 6.5) 80~ 85 級砂粒密混i皿入--2闘の 良好 樟にぷい縫 主ヘ主ナラテナ'→デ→ケ鎖ズナリデ 底面ケズリ 22 10.7 

40-194 
恥

上師器登 8.3 5.4 96~ 102 総ftT粒需混l皿入-4皿の 良好 109YYRlt4S//34にぷぷい災裁縫縄 ケヘズラナ1)→デ機→横ナデナデ RP2 23 lOYH6/41亡 し、

40-195 八トレンチ 土防器鐙 君主主突の砂和 良好 755YYRR66//34iにこぶぷいい燈積 ヘケズラナリヂ 非仁i唇前音にji竪ケ級ズリ 113 

40-196 恥IE4厨日61 土郎君苦懇 混l醐入2醐の砂粒 良好 710.5YYRR77//44ににぷぷいい貨様獲 機ヘナラデナ→デ→ケ績ズナリデ 117 

40-197 九E4扇B68 土Ilili器 級砂密粒少l皿磁~混入2田の 良好 1100YYRE146//22灰灰裁貿褐褐 ヘケズラナリデ 低小煽型のナ把デ手付土寝 129 

40-198 hId悶C66 土Ilili器護 6.8 緩砂密粒混1皿入-2醐の 良好 25.5YYR6/2/6穣2ト褐 ヘケズラナリデ 底面ケズリ→ミガキ 20 

40-200 LES悶64上阪 須怠器杯 若1皿干混の砂入粒 良好 2255YYB7//2l灰灰資白 121 

40-201 hE4隠B69 須窓若苦量百 多l鼠皿混の砂入粒 千お函 7105YyRm7//43ににぷぷいい政褐経 203と同一倍体 110 

40-?0? 1官5 aij寝返安 若l阻子浪の砂人殺 良好 iizij!義援 120 

fLIt隠lJ69 須窓器量宣 多l聞:母混の砂入私 普通 1i0SY1FRItBs//4Z浅褐草灰竜援 201と|司一個体 122 

40-204 LEB隠74 須恵器き霊 者lmm千混の砂入粒 良好 1100YYRR45//2l褐灰灰演褐 67 

40-205 LET鴎66 須恵捺翌 少1皿f設混の砂入粒 良好 1100YYRR6E//42灰に策ぷ裕い黄綬 85 

40-206 MI蔚D65 須感著書惣 若I冊干混の砂入'*5L 良好 1100YYRR6E//11褐褐灰灰 75 

40-207 LIL関59 須A器援 綴ifJ 良好 lDYYRRB4//41浅褐賀阪樫10 73 

40-208 LI'r関58 須慾器葱 若l醐干の混砂入粒 良好 1100YYRR55//2l褐灰賞灰褐 80 

40-209 hM4C136624 ・53 5貝蕊器葱 若1皿干混の砂入粒 良好 1100YYRR56//l1掲縄灰灰 MM CE -23 層隠 90 

第12表土師器把手付土器観察表

喜望 出土地点 部位 仁l 径 底筏 器・ 1局 胎 ::1: 焼成 色 調 ト含 3号 務|奇 備 考 署警口E 司E αE 

41-210 LE4扇B59 犯手i司1 混1醐入-2凹の砂粒 良好 7105YY加R4//42に褐が灰い鼓滋 ケナズデリ R21P2と5同一個体 43 

41-211 LE1隠'<5一1ヒ 体部1底~部 5.1 混1m入m-3回の砂粒 良好 150YYHR76//58樫l!Jli!竜褐 ヘケラズナリデ→俸ナデ→オサヱ 粗底面い成凹形状を・調呈整する 28 

41-212 民E4厨B69 体部~底郊 5.9 混l阻入-2回の砂粒 良好 710.5YYRME//42に褐ぷ灰い誠褐 ケナズデワ 拍車島耕草壁炉 26 

41-213 ν盟rc関69 仁l縁~底部 7.6 5.4 59~ 7.4 浪1皿人-2四の砂*jl 良好 1100YYRR46//4l褐に灰がい筒絡 ヘケズラナリ→デ→ナ横デナデ 1I偏l.P向i1ケズリ 24 

41-214 乱ピ18ッ69ト3 日縁~底部 5.2 3.3 55~ 6.5 混i回入-2四の砂粒 良好 710.5YYRR77//44ににぷぷいいt様(1;綴 機ヘナラデナ→デ→ケ横ズナリデ 底215部と向ケ憾ズのザお跨3oする 32 

41-215 LピBッ68ト5 Ll縁~底部 10.0 6.8 12.3 多1醐滋~混入3醐の砂粒 良好 770ι55YYRR55/刈/46明に縄ぷい褐 ケヘズラナリデ 内面炭化物付着 16 
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第 l節火山灰分析

太田谷地館跡出土火山灰の蛍光X線分析

奈良教育大学教授三辻利一

1 )はじめに

東北地方北部の平安時代後期の遺跡からは2種類の火山灰が出土する。これらの火山灰は蛍

光X線分析法では容易に相互識別されるが、風化のため、色調は異なっており、外見上の識別

はかなり難しいものと思われる。

蛍光X線分析(第46図)によると、一方の火山灰にはK、Rb量が多く、 Ca"Sr量がより少

ない。他方は逆にK、Rb量が少なく、 Ca"Sr量が多い火山灰である。そして、両方の火山

灰が向一遺跡から出土する場合には、必ず前者は上位にあり、後者は下位にあることが確認さ

れている。

最近、北朝鮮と中国の国境にある白頭山山頂のパミスと溶結凝灰岩のX線分析のデ…タが出

されたが、その化学特性は前者の火山灰の化学特性と一致した。すなわち、前者は白頭山火山

灰と考えられる。一方、後者は十和田湖を中;(:}とした東北地方北部地域に堆積する十和田系火

山灰に対応する化学特性をもつことが明らかになった。すなわち、後者は十和田a火山灰で、あ

る。

既に、筆者の手元lこは青森県、秋田県北部、岩手県北部の平安時代後期の遺跡から出土した

300点ほどの火山灰の分析データが集積されているが、この結果を活用すれば、これらの地域

から出土する須恵器の編年の研究に役立つものと考えられる。このような視点から、太田谷地

舘跡から出土した火山灰を分析した結果について報告する。

2 )分析結果

第43図には太田谷地館跡出土火山灰のRb Sr分布図を示すO この分布図で白頭山火山灰と

十和田系火山灰の特性を明確に識別することができる。これまでに得られた分析データに基づ

いて白頭山領域と十和田系火山灰領域を示しである。火山灰自身のもつ不均一性のためか、あ

るいは、長年にわたって遺跡に埋没中におこる風化や周辺の土壌による汚染のせいで分析値は

80 



第 l節火L11灰分析

かなりばらつく。このように広い分布領域をとらなければならないのもこのためである。第必

図より、 Noし 2の火山灰は両方とも白頭山領域に分布し、白頭山火山灰である可能性を示

す

第44図にはK-Ca分布図を示すO この分布図でも白頭山火山灰と十和田系火山灰とは明確

に識別される。この分布図でも、 No1、2の火山灰は白頭山領域に分布することがわかる。

この分布図でもNo1、2は白頭山火山灰である可能性を示した。

第45図にはFe因子を対比しである。この分布図でも、 No1、2は白頭山領域によく対応す

ることがわかった。

以上の結果、 Nol、2は全国子で白頭山火山灰によく対応することが明らかになった。

十和田系火山灰と比較して、白頭山火山灰がもつもう一つの特異的な特徴はZr(ジルコニ

ウム)の含有量が多いということである。第46図にはNo1の火山灰と十和田系火山灰の蛍光

X線スペクトルを比較しである。 No1には明らかにZr量が著しく多いことが分かる。 No2

もNolと類似した蛍光X線スペクトルを与えた。こうして、 Zr因子からでもNo1、 2は十

和田系火山灰ではなく、白頭山火山灰であることが確認された。

No 1 '" 2の分析結果を表13にまとめておく。分析値は岩石標準試料JG 1による標準化

値で表示しである。
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第44図太田谷地館出土火山灰のK-Ca分布図
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試料

番号

1 

2 

言告患詮岳電量曾言言母電量{差是電電を母曾詮密詮詮詮を{在宅I!理経号

FS= 20 自 iくにEUE}~-RÅγHS= 之 0E り -/CH

訪日 i 
g 

a) No 1の蛍光X線スベクトル

1~1HIII 11-t)-I# rl-III-I-III-I-I-I-I1I川
i111111111111111111111111111111111111 

備 ずJ K Ca Fe Rb 

10TYT 
SI157 1.07 0.294 2.47 0.940 
竪穴it居跡の珂!土
10TYT 
SI158 1.01 0.324 2.60 0.862 
竪穴{七l足跡の月]1: 

(分析uru:は肝不i標準試料.JG-lによる標準化値)

第13表火山灰の分析結果
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第 8 ま と め

今回の第2次発掘調査の結果、縄文時代の土坑6基、弥生時代の土坑2基、焼土遺構1墓、

柱穴様ピット 1、平安時代の竪穴住居跡5軒、土坑8基、焼土遺構l基、空堀跡 1条、柱穴様

ピット 5、その他の遺構 1基の他、時代不明の遺構として、土坑2墓、焼土遺構2基、柱穴様

ピットを検出し、柱穴様ピットを除いた遺構数は計29である。出土遺物は縄文時代、弥生時代

の土器、平安時代の土姉器、須恵器や鉄製品、土製品などが出土したが、平安時代の土器が主

体を占める。以下、検出した遺構と出土した遺物について、若干の整理と問題点の指摘をして

まとめにかえたい。

1.縄文時代の土坑について(第47図)

検出した土坑6基は調査区内に点在しており、このうち、 SK164 .. 168" 169の3基は底面中

央にピットが1箇所あり、平面形は円形で、断面形は円筒形に近いがやや上に開くという同じ

形態を示し、 SK177は底面にピットはないものの形態は似る。規模は坑口部径は1.27，..._， 1 .62 

m、深さが1.30，..._，2.18mで径はやや近い数値だが深さにばらつきがある。これは検出面の違い

と思われ、例えばSK164のように基本層位の第百層上面から検出した場合と、 SK169のよう

に第5層で検出した場合は、当然深さが違ってくるので¥それを差しヲ|いて考えれば規模@形

態ともほぼ似た数憶を示すといえる。 SK164の土層断面観察によれば、底面のピットは上端

が24cmで中央に幅12cmの棒状の痕跡が認められるが、これは底面に穴を掘り、杭を立て、それ
(註1) 

を埋めて固定したと考えられる。これらは狩猟に使われた陥し穴と考えられており、最近、県

内でも調査事例が増えている。この縄文時代の 5基の土坑はいずれも出土遺物がなく、時期を

決定できないが、遺構外から出土している縄文土器が前期@後期のものであることから、いず

れかの時期に思する可能性が高いと考えられる。

2.平安時代の土器について(第48図)

今回出土した土器は、土姉器、須恵器、土師器把手付土器である O このうち土師器が主体を

占め、器種には椀@杯@護@宣言がある。壷は口クロ成形で、杯@椀@蓄はロクロ成形と非ロク

ロ成形とがある。杯はロクロ成形のものは全て底部の切り離しが回転糸切りで、これには二次

調整のないものと、二次調整を施すものがある。二次調整を施すものには①内面が黒色処理で

外面ケズリのもの、②内外面とも黒色処理を施すものがある。二次調整のないものには、 S1 

150で出土している厚手の土器と S1 157 " 158で出土している薄手で洗練された感じの土器が

ある。次に非ロクロ成形のものは①外面にナデ@ケズリ e ミガキ e内面ミガキのものがあり、

84 



粘土誌の輪積痕を残すものもある。椀は①ロクロ成形で二次調整のないもの②非ロクロで杯の

非ロクロ成形の①と同技法のものに分かれる。土師器警は口クロと非ロクロ成形がある。非ロ

ク口のものはいずれも外面に横ナデといわゆる「ナタケズリ」と呼ばれる粗いケズリを施すも

ので、内面はナデを施す。この土器の底部には砂粒が付着している、いわゆる砂底も数少ない

ながらもあり、中にはごくまれながら鉄棒と思われる粒子を胎土に含ませるものもある。ロク

ロ成形のものでも外面にはへラケズリを施す。いずれの土器も口縁部が波打っており、その形

態は一様ではないが、 S1150出土土器の口縁部の器形は非ロクロ成形の場合、大別すると①

内傾しながら直線的に立ち上がり、口頭部で「く」字状に外反するもの②直線的に立ち上がり

口頭部が①よりもゆるく「く|の字状に外反するもの、③外傾して直線的にそのまま立ち上が

り、口縁部で肥厚するもの、④外傾しながら立ち上がり、口頭部が緩く「くJの字状に外反す

るものなどがある。これらの中に大小の土器があるが、成形@調整技法は伺じである。土師器

は数が大変少ないが、ロクロ成形によるものであるO

土師器把手付土器は6点(第41図)出土した。小型と中型のものがあり、 211"-'214は小型で

ある。その中で211• 214は底部下端から胴部下半にかけて内寄しながら立ち上がるもので、 21

4は口縁部が内傾する。 212D 213は底部下端から胴部下半にかけて直線的でそのまま口縁部ま

でまっすぐ立ち上がり、 213は口唇部が薄くなる。 215は中型のもので、器形は211.. 214と似る。

これらの土器は外面にへラケズリやナデ、内面にナデや指オサエを施すもので、内外面の調整

は護と同じといえる。 210は把手で212と同一個体である。 210はその形状から本体への装着状

況がよくわかるもので、それによれば、最初土器本体に穴をあけてそこに把手を差し込み、内

外から粘土で補強したものである。把手に中空のものはない。

竪穴住居跡からは遺跡全体の総量からすれば比較的多くの遺物が出土したといえる。 S1 15 

い 152• 158は遺物が少なく、その出土状況から流入したものと考えられるため、それ以外の竪

穴住居跡から出土した土器について、大まかに器種構成とその比率を述べてみたl¥o

S 1 150竪穴住居跡から出土した遺物はカマドとそれに隣接する北東部分から集中して出土

し、土器破片の総点数は100点を超える。そのうち図示できた土器は35点で¥器種は土師樹不@

椀 e護と須恵器患であるのその比率は土師器の杯7(20%入椀3(8%)で計10(28%)、翠25(7

1%)、須恵器壷(ロクロ成形)1 ( 1 %)である。このうちロクロ成形は 9(26%)で、その内訳は

杯4(44%入椀 1(12%)、護4(44%)で、非ロクロ26(74%)である。こうしてみると、土師器

の杯 e椀が全体の約1/3で、警が約2/3を占め、そのうちロクロ成形が約1/4である。さらに、S

1 150の遺構説明で想定した転用布遺棄 e流入§廃棄のうち、住居跡構築時と同じか廃絶され

るまで使っていたと考えられる転用 e遺棄に該当する土器は16点で、内訳はロクロ使用土器4

点(25%入非ロクロ12点(75%)である。
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S 1 157の場合は 5層(白頭UJ火山灰)下から全部で35点、出土した。内訳は土師器32点(91%入

須恵器3点(9%)で、土師器は、杯 e壷9点(28%入護23(72%)である。このうち土師器はロ

クロ使用土器11点(34%入非口クロ21点(66%)である。こうしてみると、杯穆査が全体の約目、

警が約2/3を占め、そのうち、ロクロ成形が約1/3百非ロクロが2/3である。転用@遺棄とした

ものは7点でロクロ使用土器は 3点(43%)、非ロクロ 4点(57%)である。

以上の両者の数値を比較してみると、土師器の器種毎の比率は、護が約2/3を占める点では

同じであるが、ロクロ使用土器の比率ではS1 157が高l'oまた、転用@遺棄と想定した場合

のロクロ使用土器の比率はS1 150が1/4で、 S1157が1/3を占め、S1 157の比率がこれでも高

いことがわかる。非ロクロとロクロ使用の場合、技法的には非ロクロの方が一般的に古いとさ

れている。したがってS1 157はS1 150よりも新しい土器の傾向を示しているといえる。また、

ロクロ使用の土師器杯をみた場合、 S1 150の第27図19は器肉が厚く底部下端から緩やかに丸

味をもって立ち上がり、非ロクロ成形と似ているのに対して、 S1 157の第32図71は器内が薄

く、底部下端から緩く立上がり、体部上半では直線的に口縁部にいたるもので、洗練された感

じのする土器である。これはS1 158の第33図81の土器についてもいえる。このことは上記の

傾向を傍証する 1つの証左となりうるかもしれない。

3 平安時代の遺構について(第48図)

(1) 竪穴住居跡

検出された 5軒の竪穴住居跡の規模をみると大きく 2つに分けることができる。①一辺が3.

95，......，4.95mで、床面積が14.......，20nf-S 1 150 " 151 .. 152-②一辺が1.36，......，3.70m (推定値を含む)

で床面積4---12nf (推定値を含む)… S1 157 " 158となる。

カマドの位置は、 S1 150 o 151 .. 157は南壁南西偶にあり、 158は南壁北東問に、 S1 152は

東蟹北東隅に付設されている。つまり、①の中ではS1150什 51が同じ場所にあり、②ではい

ずれも同じ盤側にあるという点で共通する。

次に柱穴配置をみてみると、①の中では、 S1 151 " 152は基本的に 4本の柱穴配霊であるこ

がうかがえる。 S1 150は8本検出し、 3コーナーにはあるが北壁北西隅に柱穴がなく、中央

部北壁寄りに 2本、南壁に取り付く 3本があり、 P3 " P 4 " P 7 $ P 8の4本が主柱穴と

われる。②はいずれも一部が調査区外で正確を期しがたいが、検出した柱穴位護から推定する

と、 S1 157は壁の各コーナーに4本あり、さらに西壁の中央部寄りに 2本あることから東援

中央部寄りに相対する 2本が配置されていたものと考えられ、計8本と推定される。 S1 158 

は南壁のコーナーかコーナー寄りに 2本あり、 4本の柱穴配置と考えられる。ιL上のことから、

S 1 150はS1 157と同じで、S1 151 " S 1 152 " S 1 158は同じ柱穴配謹と思われ、①と②のそ

れぞれの中で配置が異なる。つまり、規模の大小は柱穴配置と相関関係にないことがわかる。
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次にそれぞれの新!日関係について考えてみる。 S1 150 '" S 1 151" S 1 158は平面プランや

土層断面から第豆層大湯浮石(十和田a火山灰)が降下した後に構築されている。 S1 157 '" S 

1 158は焼失家屋で、焼失後ほどなく、白頭山 e苫小牧火山灰が降下堆覆しており、前住居跡

とも主軸方向がほぽ一致しているので同時存在としてよいものである。したがって雨住居跡と

も大湯浮石の降下後に構築され、白頭山@苫小牧火山灰が降下する以前に焼失したものとする

ことができる。ところで、 S1 150. S 1 151の廃絶時期については、白頭山@苫小牧火山灰の

降下前後のどちらかに想定できるが、 S1 150とS1 157の埋土及び出土土器を比較した場合、

前述のようにS1 150のほうが古い様相を呈すると考えられる。したがって S1 150 S 1 151 

(古)→S1 157 e S 1 158(新)というようになる。 S1 152については、 S1 151と比較した場合

柱穴配置は同じで、カマドの検出@土器の出土状況などが似ていることを勘案すれば、 S1 15 

o .. S 1 151と同じ時期に構築されたと考えてよいのかも知れなl¥o

以上のことをまとめると、 5軒の住居跡とも大湯浮石降下後に構築されているが、 S1 150 D 

S 1 151 • S 1 152が最初に作られ廃絶した後、 S1 157 " S 1 158が構築され、廃絶後にほどな

く白頭山@苫小牧火山灰が降下した、というふうに考えられる。

(2) 土坑、その他の遺構

鉄淳と土師器把手付土器の出土分布を見てみると(第48図)、調査区の中央部、北東部、南西

部、つまり62'"'-'71グリッドラインの聞に集中する傾向にある。この区域内には、前記の遺物の

他に鉄製品を出土した遺構が分布している。中央部に位置する SK174は不整楕円形を呈する

もので、中から鉄製の釘@銭や少量ながら鉄棒が出土している。 SK174が位置する LS68グ

リッドからも銭かと思われる鉄製品が1点出土している。隣接する措円形を呈する SX176か

らも小さな鉄棒が出土しており、いずれにも埋土に炭化物や小磯が混入している。また、遺構

外のLT68グリッドからは椀形浮が2点出土し、 SK174と同じグリッドのピット 5からは把

手付土器第41図の215が出土している。把手部の反対側は口縁部が故意に欠かれ、ニ次焼成痕、

が残り内部に煤状炭化物が付着する。
(註2) 

把手付土器は秋田県内では下沢田遺跡など、今のところ鹿角地方に出土が限られている。
(註3)

また青森県の古舘遺跡などでもその出土問が矢口られており、これらの土器は「大を使う仕事
(註4)

に使われた道具jと推定されている。 SK174.. S X176やその周辺では、前述のように鉄棒

や把手付土器などが出土しており、鉄釘や鎚などの出土とあわせて考えると、鍛冶作業を行っ

ていた可能性があり、把手付土器はその作業に使われたと推定できるG さらにその作業を行う

場合は屋外とは考え難いので、中央部周辺に群在する柱穴様ピットは、作業小屋(工房跡)の痕

跡としてとらえることができそうである。なお、 SK175は埋土lこ炭化物を含み、理土の状況

から SX176と類似した遺構と思われる。{世に、遺物では鉄浮粒と思われるものを土師器護の
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(注5) 
給土に混入させているものが2点(第40図191 192)出土している。

ヰ.*UJE互について

今回の調査では、 S1 157竪穴住居跡"S 1 158竪穴住居跡内から降下火山灰が検出された。

三辻利一氏の分析により、朝鮮民主主義人民共和国(北朝鮮)と中田の国境にある白頭山を噴

出源とする白頭山@苫小牧火山灰であることが判明した。本火山灰は、秋田県内では能代市上
(註6) (註7) 

ノ山立遺跡を南限とし、八森町土井遺跡でも検出されている。鹿角地方には、十和田火山を

噴出源とする大湯浮石(十和田a火山灰)が分布しており、その年代は10世紀前半頃と推定さ

れつつある。今回検出された白頭山@苫小牧火山灰は、竪穴住居跡5軒のうち、 S1 157竪穴

住居跡..S I 158竪穴住居践の焼失後!こ、降下舎堆覆したことが現与かになった。

5 おわりに

米代川左岸の鳥越段丘上に位置する太田谷地館跡は、昭和62年の第l次で舌状台地部が調査

され、平安時代の竪穴住居跡51棟、土坑73基、空堀3条など多数の遺構が検出され、遺物は土

師器警@把手付土器@小型手担ね土器@須恵器@輪羽口@鉄製品などが出土した由縁の全く伝
(註8)

わらない「集落保塞的」舘で、その年代は、土師器@須恵器には杯が存在せず、須恵器が平

安時代末葉の様相を呈し、中世陶器が出土しないことなどから平安時代末葉とされた。

今回の調査では竪穴住居跡から出土した土器の器種構成やその比率からすれば、土師器杯が

供伴し、土師器椀@壷を含めると1/3を占める。さらに、非ロクロ成形の土器は2/3---3/4と高

い比率を示す。このことは、今回出土の土器は第 1次調査よりも杷対的に古い土器の様相を皇

しているといえる。

さらに、今回の調査は台地付け根部の北西側を調査し、遺構は平安時代を主体として検出さ

れた。調査区中央部で、把手付土器@鉄製品@鉄棒を出土した遺構は、自然科学的分析をもっ

て結論されるべきことではあるが、製鉄に関する工房跡の可能性がある。第 1次調査では、竪

穴住居跡から鍛冶炉が検出され、把手付土器、鉄淳、輸羽口、鉄製品が遺構内から出土してい

る。当遺跡の第 1次調査報告書中の指摘のように「製鉄品の生産 e修理を行い得る設備 e技術
(註9) 

をもっていたJ工入集団が存在していた、いう事が今回の謁査でもうかがわれ、これらのこ
(註10) 

とを、鹿角市堪忍沢遺跡の10世紀中葉~末葉とされる製鉄炉 13基の存在と考えあわせてみる

ことは鉄の生産 e供給@消費を探るうえで大変興味深いことである。

竪穴住居跡5軒はいずれも大湯浮石(十和田a火山灰)降下後に講築され、 2軒ーには白頭山火@

苫小牧山灰が堆積していたことは前述したとおりであるO このことは火山灰を鍵層として溺奪@

遺物の年代を推定できるということであり、鹿角地方のみならず、全県的lこも歴史を研究する

上で貴重な資料であるO
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註 l 瀬JlI司男 「陥し穴状遺構についてJ r記要~ 1 (目才)岩手県埋蔵文化財センター

1981 (昭和田年)

今村啓禰 f陥穴(おとし穴)J r縄文文化の研究~2 生業 雄山間 1983 (昭和54年)

田村荘一 「焔し穴状遺構の形態と時期についてJ r紀要~ 1 (財)岩手県埋蔵文化振興事業

団埋蔵文化財センタ- 1987 (昭和62年)

註 2 下沢田遺跡発掘調査報告書中では把手付土器について「鍛治施設及びその作業に使用される

道具jと考えられている。青森県では古舘遺跡@砂沢平遺跡@蓮田大館遺跡他などから出土

している。

秋田県鹿角市教育委員会 『花輪館跡試掘調査報告書@下沢田遺跡発掘調査報告書』 鹿角甫

文化財調査資料27 1984 (昭和59年)

秋田県鹿角市教育委員会 『高市向館跡発掘調査報告書』 鹿角市文化財調査報告書22

1982 (昭和57年)

秋田県教育委員会 「妻の神 I遺跡Jr東北縦貫自動車道発掘調査報告書四J秋田県文化財
調査報告書第107集 1984 (昭和59年)

秋田県教育委員会 「はりま館遺跡J r東北縦貫自動車道発掘調査報告書X~ 秋田県文化財

調査報告書第109集 1984 (昭和59年)

註3 青森県教育委員会 『碇ケ関古舘遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第54集

1979 (昭和54年)

青森県教育委員会 『砂沢平遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第53集 1979 (昭和54年)

楼井清彦・菊地徹夫 『蓮田大館遺跡J早稲田大学文学部考古学研究報告 1987 (昭和62年)

註4 青森県教育委員会 『碇ケ関古館遺跡』 青森県埋議文化財調査報告書第54集

1979 (昭和54年)

註 5 数は少ないが、第 1次調査でも土師器護の胎土中に鉄海と思、われる粒を混入させている例が

あり、 「もしこれが鉄棒であるとすれば、土器作りする場に鉄棒があり、その細かい破片を

意識的に土器胎土に混入させたと考えることができ、このことは鉄を扱う人々が土器作りを

もしたことの傍証になるかもしれないJとしている口

秋田県教育委員会 『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財調査報告書恵一太田谷地

舘跡-~ 秋田県文化財調査報告書第172集 1988 (昭和63年)

註6 秋田県教育委員会 『此掛沢n.上の山立遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化問。調査報告書第

114集 1984 (昭和59年)

秋田県教育委員会 『上の山荘遺跡第2次発強調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第137

集 1986 (昭和61年)

註7 秋田県教育委員会 『土井遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第111集

1984 (昭和59年)

註 8 註5に同じ
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註9 註 5に同じ

上記の報文によれば rS I11竪穴住居跡の遺構A.B. CJを鍛冶遺構としている。

註10 秋田薬教育委員会 『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財調査報告書 I 堪忍沢遺

跡 秋田県文化財調査報告書第152集 1987 (昭和62年)
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6.カマド完纏後 (北西[>)
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4. SX.176 その他の遺術検出状況 {北東1>)

5. SX 176 その他の潰構 土層目画面 {湾1>)

同 . . 

6.SX176 その他のi車検遺物出土状況 (南1>)

8.柱穴様ピット5 絶手付土総出土状況 {北京1>)
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3. 50102 空場跡鴇査後 {爾西1>)
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